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Ⅰ 調査の設計 
 

1.調査の目的 

この調査は、いの町の男女共同参画に関する行政を推進していく上での基礎資料を得ることを目的とする。 

 

2.調査事項 

実生活での男女平等意識、家庭での役割分担、地域活動について、防災・災害復興対策について、職業生活につ

いて、男女共同参画の推進について、パートナー(配偶者、恋人)に対する暴力について 

 

3.調査の対象 

 いの町内 20 歳以上 75 歳以下で、伊野地区 879 人、吾北地区 100 人、本川地区 21、計 1000 人を対象に調査した。 

 

地域 配布数 回収数 回収率 地域 配布数 回収数 回収率
旧伊野地区内 242 96 39.7% 川内 78 23 29.5%

枝川 254 106 41.7% 神谷・中追・成山・小野 47 18 38.3%
ハ田 30 22 73.3% 三瀬 17 5 29.4%
池ノ内 16 3 18.8% 天王 195 84 43.1%
吾北地区 100 40 40.0% 地域名無回答 - 4 -
本川地区 21 10 47.6%  

 

4.対象者の抽出 

 無作為抽出(抽出物件…住民基本台帳) 

 

5.調査方法 

 郵便法 

 

6.調査期間  

 平成 27 年 12 月 4 日～12 月 15 日までの 12 日間 

 

7.実査及び集計・分析 

 いの町 

 

8.調査票配布数と回収状況  

  配布数  1000 票(男性 497 名、女性 503 名) 

  回収数   411 票 

  有効回収数   411 票 
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Ⅱ 調査の見方 
 

1. 解説は、数表に基づき要点のみを記述してあるので数表と合わせて参照すること。 

 

2. グラフの N という記号は、数表のサンプル総合数(有効調査総数)を示し、比率(%)算出の基礎となっている。 

 

3. 数表に記入してある数値は、各回答項目に対する回答率である。 

  

回答率（％） ＝ 
回答人数 

× 100 
有効調査人数 

 

なお、「総合」については、回答人数も合わせて記載した。 

 

4. 質問項目への回答は、1 つを選択、2つまで選択、3つまで選択、いくつでも選択などの方法を採用している。

したがって、複数回答の質問は、比率を合計すると 100%以上になる。 

  また、構成比率算出の場合は、四捨五入の関係上 100%になっていない場合もある。 

 

5. 副問については、該当者数で回答率を算出している。 

 

6. 各質問に対する集計は、対象者の特性及び回答者別で分析した。 

 (1)性別………………………………男性、女性 

 (2)年代別……………………………20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、70 代 

 (3)職業別……………………………農林漁業、商工サービス業自営、常勤職(正社員、正職員)、非常勤(臨時、パ

ート、アルバイトなど)、その他の有職(医師、弁護士、僧侶など)、専業主婦・

主夫、無職(年金生活者など)、その他 

 (4)配偶者の有無及び共働き別……いる、いない，共働き、共働きでない 

 (5)地域別……………………………旧伊野町内、枝川・天王、その他の地域、吾北地区、本川地区 

 (6)世帯構成別………………………単身世帯、夫婦のみ、親子、3世代以上同居、その他 

 (7)同居の家族別……………………乳幼児がいる、高齢者がいる、両方いる、該当する者がいない 
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①調査対象者の特性（グラフ） 

 

1．性別 

 

 

2．年代別 

 

 

3．職業別 

 

 

男性, 43.8% 

女性, 51.6% 

無回答, 

4.6% 

２０代, 6.6% 

３０代, 7.8% 

４０代, 

15.6% 

５０代, 21.9% 

６０代, 29.7% 

７０代, 

15.8% 

無回答, 

2.7% 

農林漁業, 
4.6% 商工サービス

業自営, 
10.7% 

常勤職, 
30.4% 

非常勤, 
16.8% その他の有

職, 1.9% 

専業主婦・主

夫, 11.7% 

無 職, 22.4% 

その他, 1.2% 

無回答, 0.2% 

区分 回答数(人) 構成比(％)

男性 180 43.8%
女性 212 51.6%

無回答 19 4.6%

合計 411 100.0%

区分 回答数(人) 構成比(％)

２０代 27 6.6%

３０代 32 7.8%

４０代 64 15.6%

５０代 90 21.9%

６０代 122 29.7%
７０代 65 15.8%
無回答 11 2.7%

合計 411 100.0%

区分 回答数(人) 構成比(％)

農林漁業 19 4.6%
商工サービス業自営 44 10.7%

常勤職 125 30.4%
非常勤 69 16.8%

その他の有職 8 1.9%
専業主婦・主夫 48 11.7%

無　職 92 22.4%
その他 5 1.2%
無回答 1 0.2%

合計 411 100.0%
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4．配偶者の有無 

 

 

 

 

 

 

 

5．地域別 

 

 

  

いない, 

24.1% 

無回答, 1.2% 

共働き, 

47.6% 

共働きで

ない, 

29.3% 

その他, 15.6% 

無回答, 7.5% 

いる, 74.7% 

旧伊野町内, 

23.4% 

枝川・天王, 

46.2% 

その他の地

域, 17.3% 

吾北地

区, 9.7% 

本川地

区, 2.4% 

無回答, 

1.0% 

区分 回答数(人) 構成比(％)

い　る 307 74.7%
いない 99 24.1%
無回答 5 1.2%

合計 411 100.0%

区分 回答数(人) 構成比(％)

共働き 146 47.6%
共働きでない 90 29.3%
その他 48 15.6%
無回答 23 7.5%

総合 307 100.0%

区分 回答数(人) 構成比(％)

旧伊野町内 96 23.4%
枝川・天王 190 46.2%
その他の地域 71 17.3%
吾北地区 40 9.7%
本川地区 10 2.4%
無回答 4 1.0%

合計 411 100.0%
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6．世帯構成別 

 

 

7．同居の家族別 

 

  

単身世帯, 

8.8% 

夫婦のみ, 

31.6% 

親と子ども, 

47.0% 

三世代以上

同居, 9.0% 

その他, 

3.2% 

無回答, 

0.5% 

乳幼児がい

る, 7.3% 

高齢者がい

る, 25.1% 

両方いる, 

1.9% 

該当するも

のはいない, 

59.1% 

無回答, 

6.6% 

区分 回答数(人)構成比(％)

単身世帯 36 8.8%
夫婦のみ 130 31.6%
親と子ども 193 47.0%

三世代以上同居 37 9.0%
その他 13 3.2%
無回答 2 0.5%

合計 411 100.0%

区分 回答数(人)構成比(％)

乳幼児がいる 30 7.3%
高齢者がいる 103 25.1%
両方いる 8 1.9%

該当するものはいない 243 59.1%
無回答 27 6.6%

合計 411 100.0%
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②対象者の特性（表） 

総合 
実数 割合（％） 

411 100% 

性別 

男性 180 43.8% 

女性 212 51.6% 

無回答 19 4.6% 

年代別 

20 代 27 6.6% 

30 代 32 7.8% 

40 代 64 15.6% 

50 代 90 21.9% 

60 代 122 29.7% 

70 代 65 15.8% 

無回答 11 2.7% 

職業別 

農林漁業 19 4.6% 

商工サービス業自営 44 10.7% 

常勤職 125 30.4% 

非常勤 69 16.8% 

その他の有職 8 1.9% 

専業主婦・主夫 48 11.7% 

無 職 92 22.4% 

その他 5 1.2% 

無回答 1 0.2% 

配偶者の有無別 

いる 307 74.7% 

 

共働き 146 47.6% 

共働きでない 90 29.3% 

その他 48 15.6% 

無回答 23 7.5% 

なし 99 24.1% 

無回答 5 1.2% 

地域別 

旧伊野町内 96 23.4% 

枝川、天王 190 46.2% 

その他の伊野地区 71 17.3% 

吾北地区 40 9.7% 

本川地区 10 2.4% 

無回答 4 1.0% 

世帯構成別 

単身世帯 36 8.8% 

夫婦のみ 130 31.6% 

親と子供 193 47.0% 

3 世代以上同居 37 9.0% 

その他 13 3.2% 

無回答 2 0.5% 

同居の家族別 

乳幼児がいる 30 7.3% 

高齢者がいる 103 25.1% 

両方いる 8 1.9% 

該当するものはいない 243 59.1% 

無回答 27 6.6% 
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Ⅲ 集 計 結 果 

 

〔 解 説 ・ グ ラ フ 〕 
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１．実生活における男女平等意識について 

 

 

 

 

 

 

 

実生活における男女平等意識としては、ほぼすべての分野において、男性優遇（どちらかといえば男

性優遇、と男性の方が非常に優遇、の値の合計）と答えた回答者が多数を占めている。特に「政治の場」

「社会通念・慣習・しきたり」、そして「社会全体」の項目において顕著であり、60％を超える割合を占

めている。 

唯一「学校教育」の分野においては、平等であると答えた割合が 67.4％と、最も大きな割合となって

いる。 

また、「職場生活」「地域社会の中」「法律や制度面」の分野に関しては、平等と男性優遇がほぼ同程度

という結果となっている。 

  

1.0% 

1.0% 

0.7% 

0.2% 

0.0% 

0.2% 

0.2% 

0.2% 

6.3% 

7.1% 

4.9% 

1.0% 

2.4% 

7.5% 

1.5% 

3.6% 

35.8% 

32.4% 

36.0% 

16.5% 

67.4% 

34.5% 

15.8% 

17.8% 

37.0% 

29.0% 

35.8% 

41.8% 

6.8% 

29.4% 

53.5% 

53.3% 

9.0% 

10.2% 

5.8% 

26.8% 

3.4% 

7.8% 

15.3% 

11.4% 

9.5% 

13.1% 

14.1% 

11.2% 

16.1% 

17.3% 

10.7% 

10.5% 

1.5% 

7.3% 

2.7% 

2.4% 

3.9% 

3.2% 

2.9% 

3.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ.家庭生活 

Ｂ.職場生活 

Ｃ.地域社会の中 

Ｄ.政治の場 

Ｅ.学校教育 

F.法律や制度面で 

G.社会通念・慣習・しきたり 

H.社会全体 

女性の方が非常に優遇されている どちらかといえば女性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば男性の方が優遇されている 

男性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

問 1 

あなたは次の分野において男女が平等であると思いますか。A~H の項目ごとに、あなたのお気持ちに

最も近いと思われる番号に１つだけ選んで○印をつけてください。 
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２．家庭での役割分担について 

 

 

 

 

 

 

  

家庭での役割分担については、「掃除・洗濯・炊事」「家計の管理」の項目において、妻が主に行って

いる、と答えた割合が特に高くなっている。さらに、「育児」「介護・看護」の項目においても、主に夫

が行う、と答えた割合が極端に低く、育児や介護の対象者の居る家庭においては、先に述べた 2 項目と

同様高い割合で妻が主体となり行っていると考えられる。 

 「生活費をかせぐ」項目に関しては、主に夫が行う、と回答した人の割合が 45.6％と最も多く、次い

で夫婦が共同で行う、と回答した人の割合が 43.6％と同程度の割合を占めている。 

 「子どもの教育に関する諸問題の決定」「家庭内の諸問題の決定」の項目においては、両項目共に夫婦

共同で行う、と回答した人の割合が最も高い。 

  

3.6% 

75.9% 

63.8% 

48.2% 

41.4% 

14.3% 

10.7% 

43.6% 

20.2% 

24.1% 

25.4% 

29.6% 

57.7% 

69.4% 

45.6% 

2.3% 

11.4% 

0.0% 

1.3% 

5.2% 

17.9% 

3.3% 

1.0% 

0.3% 

5.5% 

7.8% 

4.2% 

0.7% 

3.9% 

0.7% 

0.3% 

20.8% 

19.9% 

18.6% 

1.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ.生活費をかせぐ 

Ｂ.掃除・洗濯・炊事 

Ｃ.家計の管理 

Ｄ.育児 

Ｅ.介護・看護 

F.子どもの教育に関する諸問題の決定 

G.家庭内の諸問題の決定 

主に妻が行う 夫婦が共同で行う 主に夫が行う その他の人 無回答 

問 2 

あなたのご家庭では、次の役割を主にどなたがしていますか。A~G の項目ごとに一つだけ選んで

○印をつけてください。 
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３．地域活動について 

 

 

 

 

 

 

参加している地域活動に関しては、「自治会・町内会・PTA・子ども会・婦人会・老人会などの活動」

に参加しているとの回答が最多(44.0%)となっており、次いで「防災・防犯などの活動」(19.5%)「町の

開催するイベント」(17.5%)と続いている。 

また、特に男女間の回答に差が見られた項目としては、「防災・防犯などの活動」の項目が男性が多く、

「健康づくり・食生活改善などに関する活動」の項目では女性の回答者が多く見られる結果となった。 

どれにも参加していない、という回答は全体で 38.0%であり、こちらは男女間の割合の差はほとんど

見られなかった。  

44.0% 

19.5% 

17.5% 

14.6% 

8.8% 

8.8% 

4.1% 

2.7% 

38.0% 

0.7% 

47.8% 

26.1% 

14.4% 

15.0% 

6.7% 

4.4% 

4.4% 

4.4% 

38.3% 

0.6% 

42.5% 

13.7% 

20.8% 

14.6% 

10.4% 

12.7% 

2.8% 

1.4% 

36.3% 

0.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自治会・町内会・ＰＴＡ・子ども会・婦人会・老

人会などの活動 

防災・防犯などの活動 

町の開催するイベント 

スポーツ・学習・文化などのサークル活動 

福祉・ボランティア・ＮＰＯなどの活動 

健康づくり・食生活改善などに関する活動 

国・県・町の審議会や委員会などの公的活動 

自然保護・公害防止など環境問題に関する活動 

参加していない 

無回答 

総合(N=411) 

男（n180） 

女（n212） 

問 3 

あなたは次のような地域活動に参加していますか。（複数可） 
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○配偶者の有無 
 

 

 

また、問 3 に関して配偶者の有無で回答を選別すると、「参加していない」と回答した回答者の割合に

大きな差が見られた。配偶者がいる、と答えたグループが「参加していない」と回答した割合は 30.9%

なのに対し、いない、と答えたグループが「参加していない」と回答した割合は 58.6%と、二倍近い差

ができており、配偶者の有無で、地域活動への参加に対し大きな意識の差があることが分かる。 

項目別では、「自治会・町内会・PTA・子ども会・婦人会・老人会などの活動」において配偶者がいる、

と答えたグループが 51.8%、いないと答えたグループが 21.2%、「防災・防犯などの活動」の項目におい

ては配偶者がいる、と答えたグループが 23.1%、いないと答えたグループが 9.1%となっており、共に二

倍以上の差が開く結果となっている。  

51.8% 

23.1% 

17.9% 

14.7% 

9.4% 

9.8% 

4.9% 

3.3% 

30.9% 

0.7% 

21.2% 

9.1% 

16.2% 

14.1% 

7.1% 

6.1% 

2.0% 

1.0% 

58.6% 

1.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自治会・町内会・ＰＴＡ・子ども会・婦人会・老人会

などの活動 

防災・防犯などの活動 

町の開催するイベント 

スポーツ・学習・文化などのサークル活動 

福祉・ボランティア・ＮＰＯなどの活動 

健康づくり・食生活改善などに関する活動 

国・県・町の審議会や委員会などの公的活動 

自然保護・公害防止など環境問題に関する活動 

参加していない 

無回答 

い る いない 



- 12 - 

 

○共働きかどうか 

 

 

 

さらに、配偶者がいる、と答えたグループから共働きかどうかで分けたものが上のグラフである。 

「参加していない」と答えた割合は、共働きでないグループの方が高くなっている。他に顕著な差異

が見られるものは、「町の開催するイベント」では共働きのグループが、「健康づくり・食生活改善など

に関する活動」では共働きでないグループの参加割合が高いという結果となった。 

  

50.7% 

24.0% 

21.2% 

11.0% 

8.9% 

6.2% 

6.2% 

3.4% 

29.5% 

1.4% 

55.6% 

18.9% 

10.0% 

11.1% 

6.7% 

13.3% 

3.3% 

2.2% 

37.8% 

1.1% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自治会・町内会・ＰＴＡ・子ども会・婦人会・老

人会などの活動 

防災・防犯などの活動 

町の開催するイベント 

スポーツ・学習・文化などのサークル活動 

福祉・ボランティア・ＮＰＯなどの活動 

健康づくり・食生活改善などに関する活動 

国・県・町の審議会や委員会などの公的活動 

自然保護・公害防止など環境問題に関する活動 

参加していない 

無回答 

共働き 共働きでない 
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男女共同参画を進めるために必要とされているものについては、「様々な立場の人達が参加しやすいよ

う活動の時間帯を工夫すること」が一番割合が高く、51.6%となっている。次いで「男性も女性も積極的

に地域活動に参加すること」の 45.3%、「地域活動やボランティア活動についての情報提供を充実するこ

と」の 37.5%、「家族の理解と協力を得ること」の 29.7%の順に高い割合となっている。 

全体的に男女間では、大きく回答に差は見られないが、「地域活動のリーダーに女性を積極的に登用す

ること」の項目で、男性が 18.3%、女性が 7.5%と男性が多く、その他の項目に関してはやや女性の割合

が高い、という差異が見られる。 

51.6% 

45.3% 

37.5% 

29.7% 

12.4% 

12.2% 

8.5% 

1.5% 

14.8% 

1.2% 

49.4% 

42.2% 

35.0% 

26.7% 

18.3% 

12.2% 

7.8% 

0.6% 

17.8% 

1.1% 

52.8% 

46.7% 

38.2% 

33.0% 

7.5% 

12.7% 

9.0% 

2.4% 

12.7% 

1.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の

時間帯を工夫すること 

男性も女性も積極的に地域活動に参加するこ

と 

地域活動やボランティア活動についての情報

提供を充実すること 

家族の理解と協力を得ること 

地域活動のリーダーに女性を積極的に登用す

ること 

地域に根付いている社会通念や慣習を改める

ための啓発活動を充実すること 

女性のリーダーを養成するための講習会など

を開催すること 

その他 

わからない 

無回答 

総合(N=411) 

男(n=180) 

女(n=212) 

問 4 

あなたの住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を積極的に進めるためには、ど

のようなことが必要だと思いますか。（○印３つまで） 
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4．防災について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防災、災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要かどうかの質問では、男性、女性共に、「必

要がある」「どちらかといえば必要がある」と答えた割合が 80%を超え（男性 82.3%、女性 88.7%）、性

別に配慮した対応が強く求められているといえる。 

  

必要がある, 

55.6% どちらかといえば

必要がある, 26.7% 

どちらかといえば

必要がない, 5.6% 

必要ない, 6.1% 

わからない, 4.4% 
無回答, 1.7% 

男性 

必要がある, 

50.0% 

どちらかといえば

必要がある, 38.7% 

どちらかといえば

必要がない, 5.2% 

必要ない, 2.4% 

わからない, 3.3% 
無回答, 0.5% 

女性 

問 5 

防災、災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要だと思いますか。 
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問 5 の質問に関連して、具体的な対応策については、「避難所の設備（男女トイレ・更衣室・防犯対策

等）」の項目の割合が一番高く、78.6%となった。続く「災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者、障害

者、妊産婦へのサポート体制）」と「避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難所運営や被災者

対応に男女両方の視点が入ること」は、共に 33%前後の割合となったが、女性は前者の割合が高く、男

性は後者の割合が上回った。 

以降は「災害復旧・復興対策計画に男女がともに参画し、計画に男女両方の視点が入ること」(11.7%)

「防災会議に男女がともに参画し、防災計画に男女両方の視点が入ること」(11.4%)「災害対策本部に男

女がともに配置され、対策に男女両方の視点が入ること」(10.6%)「公的施設の備蓄品のニーズ把握、災

害時に支給する際の配慮」(9.1%)「被災者に対する相談体制」(5.4%)が続いている。  

78.6% 

33.7% 

33.4% 

11.7% 

11.4% 

10.6% 

9.1% 

5.4% 

0.3% 

0.0% 

76.4% 

30.4% 

39.9% 

15.5% 

11.5% 

10.1% 

6.8% 

4.1% 

0.0% 

0.0% 

80.3% 

36.2% 

29.3% 

9.0% 

10.6% 

11.7% 

11.2% 

5.9% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

避難所の設備（男女トイレ・更衣室・防犯対策等） 

災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者、障害者、妊産婦への

サポート体制） 

避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難所運営や

被災者対応に男女両方の視点が入ること 

災害復旧・復興対策計画に男女がともに参画し、計画に男女両

方の視点が入ること 

防災会議に男女がともに参画し、防災計画に男女両方の視点

が入ること 

災害対策本部に男女がともに配置され、対策に男女両方の視

点が入ること 

公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する際の配慮 

被災者に対する相談体制 

無回答 

その他 

総合(n350) 男(n148) 女(n188) 

問 6 

防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要なことは何ですか。（○印２つまで） 
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5．職業生活について 

 

 

 

 

 

 

 

女性が会社などで仕事をすることについての問いでは、男女共に「子どもができても、ずっと仕事を

続ける方がよい」の回答の割合が一番高い。 

しかし、女性は男性に比べ「子どもができたら辞めるが、子どもが成長したら再び仕事に就く方がよ

い」の割合が高く、子どもが小さいうちは、育児に注力したいと考える人が多いと考えられる。 

  

女性は仕事をしない

方がよい, 1.1% 

結婚するまでは、仕

事をした方がよい, 

0.6% 
子どもができるまで

は、仕事をした方が

よい, 6.1% 

子どもができても、

ずっと仕事を続ける

方がよい, 56.1% 

子どもができたら辞

めるが、子どもが成

長したら再び仕事に

就く方がよい, 

24.4% 

その他, 8.3% 

無回答, 3.3% 

男性 

女性は仕事をしない

方がよい, 0.0% 

結婚するまでは、仕

事をした方がよい, 

1.4% 

子どもができるまで

は、仕事をした方が

よい, 5.7% 

子どもができても、

ずっと仕事を続ける

方がよい, 43.9% 

子どもができたら辞

めるが、子どもが成

長したら再び仕事に

就く方がよい, 

34.9% 

その他, 

12.7% 

無回答, 1.4% 

女性 

問 7 

女性が仕事をする（会社などで働く）ことについて、どのように思いますか。 
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○年代別 

 

 

 

また、女性が仕事をすることについて年代別に分けたものが上のグラフである。 

全体的な回答分布に大きな違いは見られないが、20 代～30 代において、「子どもができてもずっと仕

事を続ける方がよい」の回答割合が他の世代と比べて若干低く、若い世代において、育児と仕事の両立

は難しいと考えている傾向がある。 

  

1.1% 

3.7% 

1.6% 

3.1% 

14.8% 

6.3% 

3.1% 

7.8% 

4.9% 

4.6% 

37.0% 

40.6% 

54.7% 

47.8% 

48.4% 

55.4% 

29.6% 

31.3% 

25.0% 

33.3% 

33.6% 

29.2% 

14.8% 

21.9% 

15.6% 

10.0% 

8.2% 

4.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

女性が仕事をすることについて（年代別） 

女性は仕事をしない方がよい 

結婚するまでは、仕事をした方がよい 

子どもができるまでは、仕事をした方がよい 

子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい 

子どもができたら辞めるが、子どもが成長したら再び仕事に就く方がよい 

その他 

無回答 
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女性の仕事と家庭の両立において支障となるものは、まず「家事の負担が大きいこと」が 57.7%で最

も高い割合となっている。 

さらに、「保育所など子育て支援体制が十分ではないこと」(40.4%)「夫や子どもの世話の負担が大き

いこと」(36.7%)「高齢者等家族の世話の負担が大きいこと」(31.6%)などの育児、介護等による負担が

続き、「転勤や長時間労働」(28.5%)「夫や子どもなどの理解や協力がないこと」(27.0%)「育児・介護休

業を利用しにくいこと」(25.1%)以下へと続く。 

全体的に女性の割合が高い傾向にあるが、特に「夫や子どもなどの理解や協力がないこと」の項目の

差が大きい。（13.0%差）  

57.7% 

40.4% 

36.7% 

31.6% 

28.5% 

27.0% 

25.1% 

15.1% 

12.2% 

11.9% 

10.9% 

1.9% 

3.9% 

2.9% 

52.2% 

41.1% 

35.0% 

27.2% 

26.1% 

20.0% 

25.0% 

12.8% 

15.0% 

10.0% 

12.2% 

1.1% 

5.0% 

3.9% 

60.4% 

41.5% 

37.7% 

35.4% 

31.6% 

33.0% 

25.0% 

16.0% 

10.8% 

13.2% 

9.0% 

2.8% 

2.4% 

2.4% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

家事の負担が大きいこと 

保育所など子育て支援体制が十分ではないこと 

夫や子どもの世話の負担が大きいこと 

高齢者等家族の世話の負担が大きいこと 

転勤や長時間労働 

夫や子どもなどの理解や協力がないこと 

育児・介護休業を利用しにくいこと 

女性の就職先自体が少ないこと 

職場での結婚・出産退職の慣例があること 

老人福祉施設、介護サービスを利用しにくいこと 

職場で男女差別があること 

その他 

支障となることは特にない 

無回答 

総合(n411) 

男(n180) 

女(n212) 

問 8 

あなたは、女性が仕事と家庭を両立する上で、支障となることはどのようなことだと思いますか。

（複数可） 
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○年代別 

 

 

 

 

年代別の分布を見ると、「夫や子どもの世話の負担が大きいこと」「保育所など子育て支援体制が十分

ではないこと」などの、育児が関わる項目は若い世代の割合が高く、「高齢者等家族の世話の負担が大き

いこと」の項目は、両親や配偶者が高齢となる 40 代以降の割合が高くなっていることが分かる。 

  

Ｑ８ ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 無回答
家事の負担が大きいこと 77.8% 53.1% 62.5% 56.7% 55.7% 47.7% 81.8%
夫や子どもの世話の負担が大きいこと 48.1% 34.4% 46.9% 41.1% 29.5% 29.2% 45.5%
高齢者等家族の世話の負担が大きいこと 18.5% 6.3% 37.5% 44.4% 29.5% 32.3% 18.2%
夫や子どもなどの理解や協力がないこと 25.9% 40.6% 35.9% 33.3% 19.7% 18.5% 18.2%
職場で男女差別があること 7.4% 3.1% 9.4% 16.7% 9.8% 10.8% 18.2%
職場での結婚・出産退職の慣例があること 37.0% 28.1% 9.4% 14.4% 6.6% 4.6% 9.1%
転勤や長時間労働 25.9% 31.3% 39.1% 36.7% 23.8% 18.5% 9.1%
女性の就職先自体が少ないこと 18.5% 12.5% 17.2% 15.6% 11.5% 18.5% 18.2%
保育所など子育て支援体制が十分ではないこと 51.9% 65.6% 34.4% 44.4% 41.8% 23.1% 27.3%
老人福祉施設、介護サービスを利用しにくいこと 7.4% 12.5% 14.1% 11.1% 13.1% 12.3% 0.0%
育児・介護休業を利用しにくいこと 25.9% 21.9% 28.1% 27.8% 24.6% 23.1% 9.1%
その他 0.0% 0.0% 4.7% 3.3% 0.8% 1.5% 0.0%
支障となることは特にない 0.0% 0.0% 4.7% 4.4% 4.9% 3.1% 9.1%
無回答 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 4.1% 9.2% 0.0%

0.0% 50.0% 100.0% 150.0% 200.0% 250.0% 300.0% 350.0% 400.0%

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

家事の負担が大きいこと 夫や子どもの世話の負担が大きいこと 

高齢者等家族の世話の負担が大きいこと 夫や子どもなどの理解や協力がないこと 

職場で男女差別があること 職場での結婚・出産退職の慣例があること 

転勤や長時間労働 女性の就職先自体が少ないこと 

保育所など子育て支援体制が十分ではないこと 老人福祉施設、介護サービスを利用しにくいこと 

育児・介護休業を利用しにくいこと その他 

支障となることは特にない 無回答 
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日常生活における仕事と家庭とプライベートのバランスは、理想としては約半数の回答者（51.6%）が、

「仕事と家庭生活とプライベートを両立」と回答したのに対し、現実は、半数弱となる 48.9%の回答者

が「仕事を優先」の回答となっている。 

特にプライベートに関する項目において、理想と現実の差が大きいことが分かる。 

  

「仕事」を優先, 

3.2% 
「家庭生活」を優先, 

9.7% 

「プライベート」を

優先, 4.6% 

「仕事」と「家

庭生活」をとも

に優先, 13.9% 

「仕事」と

「プライ

ベート」を

ともに優先, 

1.9% 

「家庭生活」と「プ

ライベート」をとも

に優先, 10.7% 

「仕事」と「家庭生

活」と「プライベー

ト」を両立, 51.6% 

無回答, 4.4% 

日常生活においてのバランスの理想（全体） 

「仕事」を優先, 

48.9% 

「家庭生活」を優先, 

12.7% 

「プライベート」を

優先, 0.5% 

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先, 19.2% 

「仕事」と「プライベー

ト」をともに優先, 1.9% 

「家庭生活」と「プライ

ベート」をともに優先, 

5.1% 

「仕事」と「家庭生活」

と「プライベート」を両

立, 5.6% 無回答, 6.1% 

日常生活においてのバランスの現実（全体） 

問 9 

日常生活における、「仕事」「家庭生活」「プライベート（趣味や学習・地域活動・付き合いなど）」

のバランスについて、優先度をお答えください。 

理想は              現実は 
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○男女別 

・理想 

 

 

 

 

日常生活においてのバランスの理想について男女別にみると、男性が「仕事と家庭生活を優先」の回

答の割合が高く、女性が「仕事と家庭生活とプライベートを両立」の割合が少し高くなっているが、全

体的な回答分布に大きな差異は見られない。 

  

「仕事」, 5.0% 

「家庭生活」, 8.9% 

「プライベート」, 

5.6% 

「仕事」「家庭生

活」, 18.3% 

「仕事」「プライ

ベート」, 2.8% 

「家庭生活」「プラ

イベート」, 9.4% 

「仕事」「家庭生

活」「プライベー

ト」, 46.7% 

無回答, 3.3% 

日常生活においてのバランスの理想（男性） 

「仕事」, 0.9% 

「家庭生活」, 10.4% 

「プライベート」, 

4.2% 

「仕事」「家庭生

活」, 10.4% 

「仕事」「プライ

ベート」, 0.9% 

「家庭生活」「プラ

イベート」, 12.7% 

「仕事」「家庭生

活」「プライベー

ト」, 55.2% 

無回答, 5.2% 

日常生活においてのバランスの理想（女性） 
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・現実 

 

 

 

 

日常生活におけるバランスの現実では、男性は「仕事を優先」の回答が 65.0%と多数を占めている。 

女性では、「仕事を優先」の回答が男性に比べ低い代わりに、「家庭生活を優先」「仕事と家庭生活をと

もに優先」の割合が高く、男性に比べると家庭生活に大きなウェイトを置いている回答者が多いという

結果が出た。 

  

「仕事」 

 65.0% 

「家庭生活」, 6.7% 

「プライベート」1.1% 

「仕事」「家庭生活」, 

12.2% 

「仕事」「プライベート」 

3.3% 

「家庭生活」「プライ

ベート」 

 2.2% 

「仕事」「家庭生活」

「プライベート」 3.9% 
無回答, 5.6% 

日常生活においてのバランスの現実（男性） 

「仕事」, 34.0% 

「家庭生

活」, 

17.9% 

「プライベート」, 0.0% 

「仕事」「家庭生

活」, 25.5% 
「仕事」「プライベート」, 

0.9% 

「家庭生活」「プライ

ベート」, 8.0% 

「仕事」「家庭生活」

「プライベート」7.1% 

無回答, 6.6% 

日常生活においてのバランスの現実（女性） 
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現在働いている回答者を対象に、現状の職場での男女の待遇の差を問う質問においては、全体で 41.9%

が「特に無い」と回答し、最も高い割合となった。 

待遇差を感じるとする回答の中で一番高い割合となったのは「賃金に差がある」で、全体で 19.2%と

なっている。また、「昇給、昇格に差がある」が 15.5%、「女性には就けないポスト、職種がある」が 13.6%

で、10%を超える割合となっている。 

男女別で見てみると、「女性には就けないポスト、職種がある」が男性 17.6%女性 8.5%と男性が多い。

他には、「女性のみにお茶汲み、コピー取り、掃除などが期待される」が女性 9.3%男性 5.6%、「セクシ

ュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）がある」が女性 5.4%男性 1.6%と、若干の差が見られる。 

 

19.2% 

15.5% 

13.6% 

8.3% 

7.5% 

3.4% 

2.6% 

2.3% 

2.3% 

1.9% 

1.9% 

4.9% 

41.9% 

12.5% 

18.4% 

16.0% 

17.6% 

9.6% 

5.6% 

1.6% 

3.2% 

3.2% 

2.4% 

1.6% 

3.2% 

4.8% 

40.0% 

12.0% 

17.8% 

14.7% 

8.5% 

7.8% 

9.3% 

5.4% 

1.6% 

1.6% 

2.3% 

2.3% 

0.8% 

5.4% 

47.3% 

10.1% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

賃金に差がある 

昇給、昇格に差がある 

女性には就けないポスト・職種がある 

採用の際に差がある 

女性のみにお茶汲み・コピー取り・掃除などが期待

される 

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）がある 

補助的な仕事しかやらせていない 

教育・研修の内容や機会に差がある 

結婚や出産を機に退職する慣習がある 

企画会議などの意思決定の場に女性が参画でき

ない傾向がある 

女性が長く就労することを歓迎しない雰囲気があ

る 

その他 

特にない 

無回答 

全体(N=265) 

男性(n=125) 

女性(n=129) 

問 10 

あなたの職場では、男性と比べて女性に対し、仕事の内容や待遇面で次のようなことがあると思い

ますか。（複数可） 
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6．男女共同参画の推進について 

 

 

 

 

 

 

男女が共に仕事と家庭を両立するために必要なことについては「夫婦の間で家事などの分担について

十分話し合うこと」が 50.1%で一番高い割合となり、「育児、介護に関するサービスの充実」が 36.3%で

続く。また、それに続く「仕事と家庭生活を両立させるための施策を整える」と「出産や子育て後の再

就職の相談・支援の充実」は、共に全体では 27.7%と同じ数値であったが、前者は男性の割合が高く、

後者は女性の割合が高くなっている。以下「子どもの頃から家事、介護、子育てなどについて男女平等

の視点に立った教育を進める」が 25.1%、「企業などへの啓発（雇用における男女平等の実現・育児・介

護休業制度等）」が 21.2%、「仕事中心という社会全体の仕組みを改めること」が 20.9%と、20%を超え

る割合となっている。 

男女による差異は、先に述べた二つを除くと「夫婦の間で家事などの分担について十分話し合うこと」

「子どもの頃から家事、介護、子育てなどについて男女平等の視点に立った教育を進める」の項目で女

性の割合が高い。  

50.1% 

36.3% 

27.7% 

27.7% 

25.1% 

21.2% 

20.9% 

14.1% 

7.1% 

4.4% 

4.4% 

2.9% 

0.5% 

3.2% 

41.7% 

37.8% 

30.0% 

25.0% 

20.0% 

20.6% 

23.9% 

16.7% 

8.3% 

3.3% 

6.1% 

3.3% 

0.0% 

1.7% 

56.6% 

35.4% 

25.5% 

30.7% 

29.2% 

21.2% 

18.4% 

12.7% 

6.6% 

5.2% 

3.3% 

2.4% 

0.9% 

4.2% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

夫婦の間で家事などの分担について十分話し合

うこと 

育児・介護に関するサービスの充実 

仕事と家庭生活を両立させるための施策を整え

る 

出産や子育て後の再就職の相談・支援の充実 

子どもの頃から家事、介護、子育てなどについて

男女平等の視点に立った教育を進める 

企業などへの啓発（雇用における男女平等の実

現・育児・介護休業制度等） 

仕事中心という社会全体の仕組みを改めること 

母子・父子家庭への支援を行うこと 

行政の施策や方針決定の場へ女性を積極的に

登用する 

相談窓口等の充実 

わからない 

男女共同参画社会に関する啓発活動の推進（学

習会・講座の開催） 

その他 

無回答 

総合(%) 

男 

女 

問 11 

男女が共に仕事と家庭を両立させていくためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○印３

つまで） 
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地域の取り組みの周知度では、「子育て支援センター“ぐりぐらひろば”の開所」が 46.2%と高い割合

となっている。この問いでは全体的に女性の周知度が高い傾向にあるが、特にこの項目に関しては、女

性 63.2%、男性 27.2%と 36.0%の開きが見られる。以下は「広報やホームページ掲載による子育て情報

の提供」が 46.0%,「育児相談や乳幼児から高齢者までの健康相談の実施」が 36.7%、「地域ボランティア

によるミニデイサービス」が 29.2%、「障害者を対象とした相談支援」が 11.4%、「子育て応援団“グー

チョキパー”による子育て支援」が 10.5%となっている。 

男性の無回答では 23.9%と多く、男性の関心度の低さが見られる。 

  

46.2% 

46.0% 

36.7% 

29.2% 

11.4% 

10.5% 

18.2% 

27.2% 

39.4% 

32.8% 

23.9% 

11.7% 

7.2% 

23.9% 

63.2% 

51.9% 

41.0% 

33.0% 

11.3% 

13.2% 

13.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子育て支援センター“ぐりぐらひろば”の開所 

広報やホームページ掲載による子育て情報の提供 

育児相談や乳幼児から高齢者までの健康相談の実施 

地域ボランティアによるミニデイサービス 

障害者を対象とした相談支援 

子育て応援団“グーチョキパー”による子育て支援 

無回答 

総合(%) 

男 

女 

問 12 

育児・介護等の負担を地域社会全体として支援していくため町や地域がおこなっている取組につい

て知っているものに○印をつけてください。（複数可） 
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○年代別 

 

 

 

 

年代別に分布を見ると、全体的に 20 代の周知度が低く、30～50 代にかけて高い状態となっている。 

70 代の回答割合も概ね低めであるが、「地域ボランティアによるミニデイサービス」の項目は年代が上

がると割合が上がり、70 代で最高となる。 

 

  

Ｑ１２ ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 無回答
広報やホームページ掲載による子育て情報の提供 29.6% 56.3% 59.4% 50.0% 44.3% 30.8% 54.5%
育児相談や乳幼児から高齢者までの健康相談の実施 14.8% 34.4% 46.9% 37.8% 38.5% 35.4% 18.2%
地域ボランティアによるミニデイサービス 14.8% 28.1% 18.8% 32.2% 33.6% 36.9% 9.1%
子育て応援団“グーチョキパー”による子育て支援 7.4% 21.9% 9.4% 14.4% 7.4% 7.7% 9.1%
障害者を対象とした相談支援 7.4% 12.5% 14.1% 8.9% 14.8% 6.2% 18.2%
子育て支援センター“ぐりぐらひろば”の開所 48.1% 46.9% 65.6% 53.3% 37.7% 36.9% 18.2%
無回答 22.2% 21.9% 9.4% 16.7% 18.0% 26.2% 18.2%

29.6% 

56.3% 

59.4% 

50.0% 

44.3% 

30.8% 

14.8% 

34.4% 

46.9% 

37.8% 

38.5% 

35.4% 

14.8% 

28.1% 

18.8% 

32.2% 

33.6% 

36.9% 

7.4% 

21.9% 

9.4% 

14.4% 

7.4% 

7.7% 

7.4% 

12.5% 

14.1% 

8.9% 

14.8% 

6.2% 

48.1% 

46.9% 

65.6% 

53.3% 

37.7% 

36.9% 

22.2% 

21.9% 

9.4% 

16.7% 

18.0% 

26.2% 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

広報やホームページ掲載による子育て情報の提供 育児相談や乳幼児から高齢者までの健康相談の実施 

地域ボランティアによるミニデイサービス 子育て応援団“グーチョキパー”による子育て支援 

障害者を対象とした相談支援 子育て支援センター“ぐりぐらひろば”の開所 

無回答 
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 男女共同参画を進めるためにできることについては、「家庭では、家族みんなで家事・育児などの分担

をする」の項目が 60.8%で最も高く、次いで「「男らしく、女らしく」から「その子らしく」子育てをす

る」の 30.2%で、家庭での身近な取り組みの項目が高い割合となっている。 

 続いて「地域(自治会など)では、古い慣習を見直し、男女平等に活動に参画するよう取り組む」(17.8%)

や、「職場で男女平等意識を浸透させる」(16.1%)、「男女共同参画について学ぶ」(15.8%)が 15%前後で

続いている。 

 男女別では、「「男らしく、女らしく」から「その子らしく」子育てをする」が女性、「職場で男女平等

意識を浸透させる」が男性の割合がそれぞれ高い。  

60.8% 

30.2% 

17.8% 

16.1% 

15.8% 

8.0% 

8.0% 

5.8% 

1.0% 

11.2% 

60.6% 

22.8% 

18.3% 

21.7% 

15.6% 

7.8% 

5.6% 

4.4% 

2.2% 

11.7% 

62.7% 

35.8% 

17.5% 

12.3% 

16.0% 

8.5% 

8.5% 

6.6% 

0.0% 

9.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家庭では、家族みんなで家事・育児などの分担をす

る 

「男らしく、女らしく」から「その子らしく」子育てをする 

地域(自治会など）では、古い慣習を見直し、男女平

等に活動に参画するよう取り組む 

職場で男女平等意識を浸透させる 

男女共同参画について学ぶ 

学校では、PTAや保護者会で男女平等について取り

組む 

老人クラブでは、男女平等に活動に参画するよう取

り組む 

こうち男女共同参画センター「ソーレ」などの事業に

参加して理解を深める 

その他 

無回答 

全体 

男性 

女性 

問 13 

男女共同参画は、私達一人ひとりの身近な課題です。まず自分にできることから始めることが大切

ですが、あなたは何ができますか。次の中でできると思うものに○印をつけてください。（複数可） 
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7．パートナー(配偶者、恋人)に対する暴力について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 DV を受けた経験の質問では、男女共に 85%以上の回答者が「なし」と回答した。 

「あり」と答えた割合は男性 2.8%、女性 13.2%となり、女性の割合が高い。 

  

あり, 2.8% 

なし, 87.2% 

無回答, 10.0% 

DVを受けた経験（男性） 

ＤＶを受けた経験あり 

ＤＶを受けた経験なし 

無回答 

あり, 13.2% 

なし, 85.4% 

無回答, 1.4% 

DVを受けた経験（女性） 

ＤＶを受けた経験あり 

ＤＶを受けた経験なし 

無回答 

問 14 

あなたは、ドメスティック・バイオレンス(DV:配偶者や恋人など親密な関係にあるパートナーから

の暴力)について、経験したことはありますか。 

DV を受けたこと・・・①経験あり ②経験なし 

DV をしたこと・・・・①経験あり ②経験なし 
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DV をした経験に関する問いでは、DV をした経験あり、と答えた回答者は、男性が 4.4%、女性が 2.8%

となり、男女間で大きな差異は見られなかった。 

  

あり, 4.4% 

なし, 88.3% 

無回答, 7.2% 

DVをした経験（男性） 

ＤＶをした経験あり 

ＤＶをした経験なし 

無回答 

あり, 2.8% 

なし, 87.7% 

無回答, 9.4% 

DVをした経験（女性） 

ＤＶをした経験あり 

ＤＶをした経験なし 

無回答 
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DV を受けた経験があると答えた回答者に向けて、DV を受けた際に相談したか、という問いでは、「相

談した」と答えた回答者の割合は 36.1%であった。 

また、その相談先については、「家族」が最も多く、これに続く「友人、知人」を合わせた身近な人へ

の相談がほとんどであり、相談所等の公的な機関へ相談したケースは少なかったことが分かる。 

  

36.1% 

63.9% 

相談した(n=13) 

相談しなかった(n=23) 

84.6% 

61.5% 

7.7% 

7.7% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0%10.0%20.0%30.0%40.0%50.0%60.0%70.0%80.0%90.0%

家族 

友人、知人 

家庭裁判所、弁護士、警察など 

公的機関（女性相談支援センター、ソーレ、役

所の相談窓口、電話相談） 

法務局、人権擁護委員 

民間の相談機関 

医師、カウンセラーなど 

無回答 

DVを受けた際の相談先(n=13) 

問 15 

あなたは、DV を受けた事を誰かに相談しましたか。 

問 16 

あなたはどこ(誰)に相談しましたか。（複数可） 
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問 15 で「相談しなかった」と答えた回答者に、相談しなかった理由を回答してもらったところ、最も

多かったのは「他人を巻き込みたくなかった」(34.8%)であった。続いて、「自分にも悪いところがある

と思った」が 26.1%、「相談する人がいなかった」「相談しても無駄だと思った」「相談するほどのことで

はないと思った」が 17.4%となっている。「世間体が悪いと思った」(8.7%)「相談したことが分かると、

仕返しやもっとひどい暴力を受けると思った」(4.3%)は比較的少なく、「どこ(誰)に相談したらよいのか

分からなかった」は 0%であった。 

  

34.8% 

26.1% 

17.4% 

17.4% 

17.4% 

8.7% 

4.3% 

0.0% 

8.7% 

4.3% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

他人を巻き込みたくなかった 

自分にも悪いところがあると思った 

相談する人がいなかった 

相談しても無駄だと思った 

相談するほどのことではないと思った 

世間体が悪いと思った 

相談したことが分かると、仕返しやもっとひどい暴力

を受けると思った 

どこ（誰）に相談したらよいのかわからなかった 

その他 

無回答 

DVを受けている事を相談しなかった理由(n=23) 

問 17 

あなたはなぜ相談しなかったのですか。（複数可） 
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【２０代】 

 ・男女を平等にすることが男女共同参画社会の実現につながるというのは違うのではないか。男女そ

れぞれのサポートがあってこそ、共同できるのではないか。異なるものを、完全に平等にすること

はできないため、少しアンケートの内容に違和感があり、意見を述べさせて頂いた。 

 

【３０代】 

 ・意識を変えることができるように周囲に働きかけたいと思う。 

 ・本アンケートの内容とは直接関係ありませんが、返信用封筒のサイズが小さすぎます。もう少し回

答者の立場を踏まえたアンケートをして頂くことを望みます。 

 ・今の女性は、男女平等をはきちがえて女性という立場を利用して意見を押し付けたりしている。男

性の意識だけでなく女性もしっかり学ぶべき。 

 ・何年も前から「男女平等」と耳にはしますが、実際目にするのは、政治や社会では男性が優遇され

ている事が多い気がします。やっと女性を起用すると声に出してテレビで言われるのもほんの最近

の事で……。 

女性が社会にもっと進出すると今までよりさらに良い社会になるのでは！女性は気配りとアイデア

の宝庫だと私は思います。子育てや介護等で仕事に就けず家庭にこもる方も多いと思うので、その

方々がワクワクするようなリフレッシュできるような活動がもっとあれば良いと思います。 

 ・女性から男性への DV に関しては、扱ったり相談を受けたりする場所が無いように思います。元加

害者としてその点が非常に気になります。（ソーレ等でも、DV として取り上げられるのは男性から

女性に向けられたものばかりなので、余計に……） 

 ・共働きの家庭が増えている中、まだまだ家事を手伝おうとしない男性、一部しただけで自分は手伝

っていると全体の仕事量を理解していない男性が多いです。うちの夫も、仕事帰宅後、食事作りを

するので子供をみててと言うのに、子供がママがいいと言ったからと結局私がごはんを作りながら

足元で子供の絵本の読み聞かせをして、夫はソファでテレビを見ているといったことがよくありま

す。食事作りを代わるとか、他にすべきことを考えるとか、（洗濯物や食卓の準備）色々あるでしょ

と言うと「疲れてる」とか返事される。私が疲れていないとでも思っているのか？と思ってしまい

ますが、喧嘩をする体力もなく日々過ぎていきます。 

それでも毎日定時に帰ってくるので、子供のお風呂とか子供の世話をしてくれる時もあり、助かっ

ていますが、夫が残業で帰りが毎日 21 時以降になる家庭も多いと思います。そうなると完全に家事

育児は女性がしないとまわらないんだろうなと思うと、先にも書いた育児休業の制度も含め会社の

仕事のあり方が変わっていかないと、しんどいなと思います。 

女性の多い職場は家庭を大事にしたい人も多く、お互い様という気持ちが強いせいか、休みの調節

が取りやすかったり、残業が少ない職場も多いような気がしますが、やはり男性の多い職場に、男

は仕事、という雰囲気が残っている気がします。仕事しか出来ない男はとっても役に立ちません。

自分の子供は色々できるように育てないとな……と思います。 

  

問 18 

男女共同参画についてのご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 
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 ・今回のアンケートは、男女共同参画というよりも、とてもフェミニズムに偏った聞き方なので非常

に答えにくい。女性の視点から考えても「？」となる問いがあり、もしこのアンケートの送付先が

男性もあるのであれば、余計答えにくいし、わかりにくいと思う。決して中立な立場からの問いで

はない。 

 

【４０代】 

 ・性別によって可能性を妨げられることはあってはならないが、自身の性別に誇りをもって”男らし

く””女らしく”生きるという選択も当然あると思います。男性も女性も一人一人の生き方が尊重さ

れ、かつ誰かを犠牲にする事のない男女平等参画社会を目指して取り組んでもらいたいと思います。 

 ・大臣のように、女性ポストが少ないから、女性を起用するのではなく、優秀な人が居たら、性別に

関わらずに起用しないと無意味で、それも男女差別が無くならないと思えます。 

 ・私は、３年前まで高知市居住で、父親と同居の事情により、いの町(本籍はこちらです)へ転入しまし

た。率直な実感としては、「男女間の格差差別」という問題よりも、むしろ郡部(山間、農村地域)特

有の、「古い社会的通念やしきたり」といった点から生じる諸々の課題、改善すべき点の方が問題な

のではないか、と思われます。(例えば、地域人口がもとから少ない故に、お互いの顔が近すぎて、

かえってプライバシー(プライベート)が守られていない等) 

 ・父子家庭への支援も母子家庭と等しくなる事を望みます。 

 ・現在求職中ですが、求人の少なさに驚いています。又、思うに、力仕事や、PC など特殊なスキルが

ないとダメという内容があったり、男女でいうと女性は求人が少なめですね。 

私は、一昨年難聴を患いました。手帳が貰えない見えない障害です。そういった中途半端なハンデ

ィをもつ者にも平等な求人が増えることを心から願います。下記の自分らしく輝けるフレーズのよ

うに、見えないハンディ保持の人々にも力を貸して頂けたらと思います。 

※女性が仕事をすることについて 

産休や育休の代替は別として、慣れたスタッフの方が相互に良いのではと思う。 

 

【５０代】 

 ・男女が協力してする事は大切ですし、社会全体、人と人とが声を掛け合い、助け合い、相談し合い

して人として近すぎず遠すぎず、住みやすいいの町にしていけたらいいかと。そして他県から、い

の町は住みやすく、人が、空気が、自然がいいと思われる地域にしてほしいし、私達住民一人一人

も現実逃避しないで協力が必要。 

 ・平等の意味を考える必要はないでしょうか。 

 ・仕事におわれており、当該事項について考えた事は無かった。今後プライベートな時間が多く持て

るようになれば、この様な事を考える余裕はできると考える。 

 ・女性が社会や職場で活躍するためには、まず家庭での理解が必要でしょう。家事分担は、その一番

大きな要素だと思います。女性の活躍はそこから始まると言っても良いのではないでしょうか。 

 ・女性の方の中に、他者よりも自らを必要以上に誇示し、弱者に対して自分を優位に立たせ、見下す

ような方も沢山います。特に、声高に”男女平等”と言ってる方に多く見えるのはどうしてでしょ

う。私は以前、シングルマザーになったことがあります。その時助けを求めて市役所で公的支援の

相談に行き、女性の方の相談員に口に出すのも辛い言葉で罵られました。ですから、”ソーレ”とか

支援とか参画事業とか、とても嘘っぽく聞こえてなりません。まずは弱者に優しい人間作りからで

すよ。高知の女はレベル低い！ 
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 ・子供達の世代が安心して子育て、仕事両立できる地域になって欲しいです。 

私達の世代や、上の世代の方が仕事と離れても健やかに心配なく過ごせるといいです。 

 ・保育園、幼稚園とは別に地域に土日祝日に子供が遊べたり、世話をして頂ける施設を作って頂きた

い。 

 ・年を重ねて、自分が自分らしくいたいと思う。難しいけれど、家庭、職場での努力、地域へも目を

向けていきたい。 

 ・50 代以下の世代に対して、男女共同参画も踏まえて、地域の”つながり・協力”といった、古き時

代の”良き慣習”をもう一度育てるような取組みが必要では？ 

自分の住む地域や、人や自然を慈しむ心を育てる事が大切だと思う。 

 ・私が若い頃に比べると、だいぶ男女共同参画が進んできたようには感じます。しかし、責任も男性

と同等になるということを、女性は自覚しなければならないと思います。まだまだ子育てや介護の

中心にいる女性達には、時として同等の責任は大変になる事もあろうかと……！？同等の責任と家

庭が両立できる社会が早く来るようにと思います。 

 ・個人的な意見として、「その子らしく」の前に「男らしく、女らしく」は大切な事だと思う。「平等」

ばかり言うと、ますます少子化になると思う。女性が自立しすぎて出産をリスクだとしか見れなく

なり、結婚も自由を求めすぎて遠のいていくのでは？男女とは生まれた時点で役割が違っているし、

身体の作りも違う。ホルモンも違う。まず男の子は男らしく女性を守れるよう育て、女の子は女性

らしさやマナーを身に着けた上、「その子らしさ」を育てるべきと思う。人間形成もできてないのに、

主張しすぎる人、何でも「個性」の一言で済ます今の風潮も良くないと思う。子供が幼い時は、母

親が働かなくても良い位、男性の賃金（手当）を上げるなどして、お互いの役割分担をして、生活

できればいいのではないでしょうか。 

 ・男女共同参画は職場や公共サービスでも思想が浸透しつつあるのではないでしょうか。しかし、高

齢者において、育った環境などから昔の慣習を引きずっておられる方があるように思われます。場

がある時に男女共同参画についてのお話をする機会があればと考えます。子供の頃からの学校教育

においても教えが必要かと思います。 

 ・質問が（5）の場合、女性の場合だけですか。偏っているように感じました。 

 ・（問 12 の地域ボランティアに関連して） 

ボランティアに頼るのは限界があるのではないでしょうか。皆自分の生活があると思うので、自分

の暮らしが充実してはじめてできる事です。 

 ・ネオリベラリズムを踏まえて、個性や能力が発揮できるよう、ワークライフバランス（WLB)の支援

が必要だと感じる。 

 ・私は特に無いけれども、親等を見ていると、個人の会社に勤めていると、いい様にされると言うか、

小さな会社程、退職の時等、本当にいい加減だと思う。特に母親等、女性は、社長の意見一つで最

低の扱いを受けていると思う。それに比べ、ごく一部の公務員等、本当に優遇されすぎなのではな

いのかと思う。民間の女性の犠牲の上で成り立っているのでは。会社の為、家族の為、とんでもな

い税金の為に。特に高知県は、民間の女性を喰い物にしていると思う。先ずは、公務員がさぼる事

無くしっかりと働き、税金を下げて、高知県の女性達を楽にさせてあげるべきではないか！ 
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・男女は元々、体のしくみ、物事のとらえ方等違いがある。不平等な面があるのは当然致し方ないの

で、それぞれが持ち味を生かせる様な共同参画が必要であると思います。 

・夫の残業をなるべく減らしてくれたら、もっと妻が働きに出やすいと思います。 

 ・今の私は、人が苦手で、人の中に入っていけません。頑張っている方に申し訳ないです。役に立て

なくてすみません。 

夫とは会話もなく、言いたい事も何も言えません。 

 ・男女間の格差は、すべて平等にはならず、女性優遇されている会社・職種もある。平等は、賃金、

就業時間、また家庭環境を考慮した就業が必要だと思う。 

 

【６０代】 

 ・町内で働く企業を作ってほしい。若い人達が町へ行かなくても町内で働いていける町づくりを。県

内でもいの町が一番税金が高いと言われています。若い人達は税金が高いので市内の方へ転出して

親の元へは帰りたがりません。緑もあり、水も美しい住みやすいいの町を、若い人達が住みやすい

地域にしてほしいと願っています。 

 ・結婚して 40 年あまり、女性上位ですごしました。これが人生が楽しく、会社も女性上位です。これ

が人生の秘訣。子供も、私をまねしています。 

 ・急激な少子高齢化が進み、人が減り、街の活力が失われています。就業、継業で若者を街に呼び込

む施策が必要となっています。仁淀川を主体とした観光業は、やり方によりまだまだ伸び、雇用貢

献できると思います。男女共、元気な高齢者がたくさんいます。社会貢献のために、その元気な高

齢者の力を借りるためにも、又、学生が高齢者の知恵を学ぶ為にも、高齢者と若者が集う場所の設

置の必要性を痛感します。 

 ・性別、年代、職業等を区分したアンケートを実施すべきではないでしょうか。答方に困る問があり

ました。 

 ・出産、生理等女性の特徴を男性が正しく理解して、人権的に平等と認識して、思いやりの心を持っ

て付き合う事が大切。 

 ・男女共同参画は、男性と女性の同質化ではない。男女には性差があり、女性を男性と同じような条

件で働かせることには、母性保護の観点からも問題であると考える。 

 ・全ての分野で男女の比率が同等になって初めて共同参画のスタートとなるのではないか。役所の女

性の登用も多くする事。議員の女性参加を多くする事。保育士、看護士等の男性の増加などが必要

です。 

 ・アンケート調査数の公表。 

アンケート結果についての対策の公表。（町として何を実施するのか？） 

 ・男性、女性とも、私は幼少期の時から親の人間としての平等性を生活の中で教えてもらってきまし

た。現在の社会が、個人中心（自己中心）な社会の様に感じます。私たちの子供の時の隣り近所が

助け合い、又、厳しい叱咤も愛情をもって大人がしっかり子供に対し他人の子でも叱る事をしてい

ました。そんな社会に少しでも変わる事が大切な時代ではないでしょうか。 

 ・地域に限らず、日本全体が男女、職業、障害等で、いじめや差別のない暮らしに困らない社会であ

ってほしい。 

若者が希望を持って働き、結婚、出産、子育て、福祉の充実、老後も安心して暮らせる社会でない

と、これからの日本は発展しないし希望が持てない。 

この取り組みに期待します。住みよいいの町になってほしいです。 
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 ・現在、神谷保育園、小、中学校に通っている子供達の人数の少ないことを大変危惧しています。本

来神谷に通うはずの子供達が神谷を通り越して伊野小学校へ通っています。勝賀瀬小学校が廃校と

なり、その時、伊野小学校へ通う事となり、それ以来親が希望すれば両親と祖父母が一緒に生活し

ていても自由に行ける様になったとの事。おかげで地区の運動会等に支障が出て大変困っておりま

す。こんな事でいいのでしょうか。保育園、小学校、中学校全員いったい何人いると思いますか？ 

 ・昔と違って、男女共同が出来ていると思う。でも家庭の中では、むしろ女性の方が男性より偉い立

場にあったりして、男性の方が尻に敷かれている家庭が多くなっているのでは。男は力があっても

女性に対して弱く、女性の言いなりになっている傾向！！ 

 ・私は男性と仕事したことがないので……。よく分かりません。 

 ・地区の集会の時、机、椅子の片づけなど男性女性に関わらずお互いにして気持ちよく終わる事が出

来、良い事だと思っています。 

家庭内でも、お互いに自分の考えを尊重したいものです。 

 ・取組みに難しい事と、易しい事がはっきりしている。 

前進できにくい方が多くあり、あまり関わりたくないような面の自分がいることに気付かされた。 

 ・以前に比べて結婚、妊娠後の同じ職場への復帰が増えていると思いますが、大きい会社以外の小規

模会社や、個人会社では、本人は戻りたいのに職場復帰が難しい状況です。やはり職場への啓発や、

はたらきかけの方が優先だと思います。 

 ・女性が社会で男女共同参画に参加するための勉強会が少ない頃でしたので、年をとってきても勉強

の機会が必要です。年代の違う者が話し合いの機会があれば良いです。 

 

【７０代】 

 ・自分たちの若い頃と現在とでは何につき異なっている。やはり、今現在に合った「家庭」「社会」「地

域」を推進してもらいたい。 

 ・警察は相談しても事件が起きる迄相手にしてくれませんでした。もっとなんとかしてほしいです。 

 ・地区の会議や、集会で十分配慮できるよう、区長や地区の役員の研修会等実施してはどうでしょう？ 

 ・この種の調査は町内の企業等の調査してはと思う。パートの労働力が比較的多いので、認識度調査

をするべきと思う。（サニーマート、製紙関係） 

 ・男女共同参画にしても、行政も昔も今も同じやり方でなく、部落での集会所でも行政が見合った施

策の改善策（トイレ、環境等）がない。高齢者が多くなってるなか、男女が集まりやすく話をしや

すい場に環境を含めて改善してほしい。 

 ・高齢者になりましたので意見はありません。 

 ・この程度のアンケートでは、意義のある回答が得られるとは思われない。 

 ・この様な問題は、その地域、又は国の文化水準だと思う。男女間の問題だけでなく、他民族や国に

対しどの様に接するかにもかかっていると思う。 

 ・計画立案、行動等をやることが、時々では浸透しない。行政主義では発展しない！！後押しするよ

うな体制を検討してやってこそ効果あるものになると思います。アンケートをみて実行することの

みです。 
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 ・女性自身がもっと積極的に前に出ることが大切では。 

※地域活動（地区総会、役員会等々）については男性（夫）まかせ。（冠婚葬祭等も含む） 

※政治活動についても女性は政党関係者が多い。町議 20 名で 16（男性）対 4（女性では 2 名は政党

者）もっと女性の候補者が必要。（町長選も同様） 

 ・理想は男女平等ですが、実際は難しい。体力が違うので同じ事はできない。 

※女性が仕事をすることについて 

子供ができたら辞め、成長してからまた就く、という形が好ましいが、再就職が難しい。 

 ・役所の子育て支援や、高齢者への配慮、年月と共に充実してきていると感謝しております。 

地域のボランティア活動等も、男女の差なく皆で協力し支え合って、見ているだけで恐縮ですが、

毎日が平和で幸福な時が流れているように感じます。 

 ・自分も出来る事は頑張るようにしている（食改、婦人会、老人クラブ、ボランティア（弁当）など）

けれど、どうしても家族がほっておけなくてあきらめる事がある。 

それぞれの性格だと思います。 

本当に住みやすい世の中って一体何でしょうね……？ 

 ・1.ぜひ女性の町長が誕生してほしい。 

2.女性の町会議員が増えますように。 

 ・男女平等と言われながらも、まず先頭に立つ者（国でいえば首相）の意識が変わらなければいつま

でたっても個々の人権が尊重される時代が来るのは難しいのでは。特に年配の女の人は、いつまで

たっても男性優位の考えが抜けないように思います。 

また、女性も女性という立場を利用し、甘えていてはいけないのでは。 

今法律で一番おかしいと思うのは、医学的科学的分野で著しい進歩を遂げてきているにもかかわら

ず、女性は離婚して半年は結婚できない馬鹿げた法律だと思います。 

 ・男女共同参画問題は、大切なことですが、その前に男女ともに家庭を大切に、子供達を大切に育て

る社会であることを願っています。 

 ・男女、夫婦仲良く話し合って分担して日々、楽しく暮らすのが理想ですが、現実は難しいです。 

今現在は男女平等であり、自分自身の意見を通すのが多いです。 

 ・申し訳ありません。70 歳以上の高齢者の一人暮らしのため、この問題よりもっと一人暮らしの深刻

さを考えてます。 

人選誤りかも。参考にならなくてすみません。 

 ・女だから男だからと普段意識しない。自分でできることは何でもまずやってみる。特別に考えるこ

とはないと思いますが……。 

※女性が仕事をすることについて 

最低小学校卒業するまでは家庭で責任もって育てるべき。 
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Ⅳ 集 計 結 果 

 

〔 数表 〕 
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実数 411 4 26 147 152 37 39 6 4 29 133 119 42 54 30 3 20 148 147 24 58 11 1 4 68 172 110 46 10

％ 100.0% 1.0% 6.3% 35.8% 37.0% 9.0% 9.5% 1.5% 1.0% 7.1% 32.4% 29.0% 10.2% 13.1% 7.3% 0.7% 4.9% 36.0% 35.8% 5.8% 14.1% 2.7% 0.2% 1.0% 16.5% 41.8% 26.8% 11.2% 2.4%

男性 180 3 10 77 62 9 16 3 3 14 65 50 19 16 13 3 9 75 51 10 27 5 1 3 41 70 42 19 4

女性 212 1 16 66 82 24 21 2 1 15 64 64 21 35 12 0 11 66 91 12 28 4 0 1 21 96 65 24 5

無回答 19 0 0 4 8 4 2 1 0 0 4 5 2 3 5 0 0 7 5 2 3 2 0 0 6 6 3 3 1

２０代 27 1 3 8 9 2 4 0 0 2 11 8 2 3 1 1 3 10 7 0 6 0 1 0 3 11 8 4 0

３０代 32 0 3 17 9 1 2 0 1 9 8 9 0 4 1 1 4 11 10 0 6 0 0 0 2 15 11 4 0

４０代 64 2 4 22 21 8 7 0 1 6 23 17 9 8 0 1 3 20 25 8 7 0 0 1 10 19 25 9 0

５０代 90 0 3 26 35 13 11 2 1 6 40 18 13 11 1 0 3 29 35 5 17 1 0 1 9 43 27 10 0

６０代 122 1 9 43 46 11 9 3 1 3 40 43 11 14 10 0 5 50 45 6 10 6 0 1 26 57 25 8 5

７０代 65 0 3 27 27 2 5 1 0 2 9 22 5 12 15 0 2 24 21 3 11 4 0 1 12 25 13 9 5

無回答 11 0 1 4 5 0 1 0 0 1 2 2 2 2 2 0 0 4 4 2 1 0 0 0 6 2 1 2 0

農林漁業 19 0 0 7 10 0 2 0 1 1 7 5 1 4 0 0 2 5 8 2 2 0 0 1 4 8 3 3 0

商工サービス業自営 44 0 2 20 7 6 7 2 0 0 20 11 4 5 4 0 4 20 11 3 5 1 0 1 13 14 12 3 1

常勤職 125 2 8 48 46 15 6 0 2 20 59 30 12 2 0 1 6 50 46 7 15 0 0 2 21 55 36 11 0

非常勤 69 0 6 19 28 6 10 0 0 5 33 17 5 8 1 0 5 22 24 6 11 1 0 0 9 26 24 10 0

その他の有職 8 0 1 1 4 1 1 0 1 0 2 4 0 1 0 1 0 3 1 0 3 0 0 0 1 5 1 1 0

専業主婦・主夫 48 0 4 12 24 7 1 0 0 1 2 16 8 17 4 0 1 10 23 2 11 1 0 0 1 22 17 6 2

無　職 92 0 4 39 31 2 12 4 0 2 10 34 10 16 20 0 1 37 34 4 9 7 0 0 19 41 15 10 7

その他 5 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 2 1 1 1 1 1 1 0 0 2 0 1 0 0 1 1 2 0

無回答 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0

い　る 307 3 23 113 126 25 13 4 3 23 99 86 33 40 23 1 11 111 118 19 41 6 0 2 54 131 83 31 6

いない 99 1 3 31 25 12 25 2 1 6 32 32 9 13 6 2 9 34 28 5 17 4 1 2 13 39 27 14 3

共働き 146 2 8 55 57 14 8 2 2 16 66 37 13 9 3 1 7 55 49 11 22 1 0 2 24 58 46 15 1

共働きでない 90 1 10 32 35 9 3 0 1 3 22 23 13 22 6 0 2 25 40 7 14 2 0 0 12 44 24 9 1

その他 48 0 4 16 26 1 1 0 0 4 7 18 5 8 6 0 2 26 16 1 2 1 0 0 14 23 8 3 0

無回答 23 0 1 10 8 1 1 2 0 0 4 8 2 1 8 0 0 5 13 0 3 2 0 0 4 6 5 4 4

旧伊野町内 96 2 6 36 36 8 7 1 1 8 25 35 12 10 5 1 3 40 35 4 13 0 0 0 12 44 31 9 0

枝川・天王 190 1 13 67 64 22 21 2 2 13 67 56 18 23 11 1 9 68 66 14 27 5 0 2 33 78 54 19 4

その他の地域 71 0 4 26 29 3 7 2 0 4 21 20 7 12 7 0 6 23 28 2 9 3 0 2 13 31 13 9 3

吾北地区 40 1 2 13 17 4 2 1 1 3 13 7 4 7 5 1 1 12 15 3 6 2 1 0 7 15 9 6 2

本川地区 10 0 1 3 5 0 1 0 0 0 5 1 1 2 1 0 0 4 3 1 1 1 0 0 2 2 3 2 1

無回答 4 0 0 2 1 0 1 0 0 1 2 0 0 0 1 0 1 1 0 0 2 0 0 0 1 2 0 1 0

単身世帯 36 0 1 8 13 3 10 1 0 1 13 15 4 1 2 0 4 14 13 1 3 1 0 1 7 17 10 1 0

夫婦のみ 130 1 10 58 42 12 5 2 1 5 39 39 15 17 14 0 2 52 43 8 19 6 0 1 29 60 25 9 6

親と子ども 193 2 14 65 76 16 18 2 2 21 64 50 19 28 9 1 11 70 68 13 29 1 0 2 23 75 63 29 1

三世代以上同居 37 0 1 11 19 3 2 1 0 1 14 11 4 5 2 0 3 7 21 2 3 1 0 0 6 17 10 3 1

その他 13 1 0 5 2 3 2 0 1 1 3 3 0 3 2 2 0 5 1 0 4 1 1 0 3 2 2 4 1

無回答 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1

乳幼児がいる 30 1 5 7 15 0 1 1 0 5 5 13 2 3 2 0 2 12 11 2 2 1 0 0 2 17 9 1 1
高齢者がいる 103 1 4 32 45 13 7 1 2 5 31 32 15 12 6 1 4 31 44 7 14 2 0 2 15 39 31 15 1
両方いる 8 0 0 4 1 1 2 0 0 1 1 3 1 2 0 0 2 2 3 0 1 0 0 0 1 2 3 2 0
該当するものはいない 243 2 15 93 83 23 24 3 2 18 89 63 24 34 13 2 11 94 83 14 35 4 1 2 46 103 64 24 3
無回答 27 0 2 11 8 0 5 1 0 0 7 8 0 3 9 0 1 9 6 1 6 4 0 0 4 11 3 4 5

サ
ン
プ
ル

A.家庭生活 B.職場生活 C.地域社会の中 D.政治の場

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配
偶
者

 

  

問 1 

あなたは次の分野において男女が平等だとおもいますか。A~H の項目ごとに、あなたのお気持ちに最も近いと思われる番

号に１つだけ選んで○印をつけてください。 
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女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

平
等

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

0 10 277 28 14 66 16 1 31 142 121 32 71 13 1 6 65 220 63 44 12 1 15 73 219 47 43 13
0.0% 2.4% 67.4% 6.8% 3.4% 16.1% 3.9% 0.2% 7.5% 34.5% 29.4% 7.8% 17.3% 3.2% 0.2% 1.5% 15.8% 53.5% 15.3% 10.7% 2.9% 0.2% 3.6% 17.8% 53.3% 11.4% 10.5% 3.2%

0 7 113 17 7 29 7 1 17 69 45 12 30 6 1 4 31 92 26 21 5 1 12 37 85 20 20 5
0 3 152 10 5 34 8 0 12 67 74 17 36 6 0 2 29 120 35 20 6 0 3 32 123 25 22 7
0 0 12 1 2 3 1 0 2 6 2 3 5 1 0 0 5 8 2 3 1 0 0 4 11 2 1 1
0 2 14 3 1 7 0 0 4 9 7 1 6 0 0 1 4 12 5 5 0 0 2 7 12 2 4 0
0 2 22 2 0 6 0 1 6 6 11 2 6 0 1 0 4 18 4 5 0 1 3 5 12 4 7 0
0 1 43 3 7 10 0 0 5 21 16 9 13 0 0 0 11 36 10 6 1 0 3 10 35 8 7 1
0 4 60 7 2 15 2 0 8 24 30 7 20 1 0 2 6 52 19 10 1 0 2 9 55 11 11 2
0 1 89 6 2 17 7 0 6 51 39 6 14 6 0 2 23 68 16 9 4 0 4 22 71 14 6 5
0 0 42 5 1 10 7 0 2 25 16 6 10 6 0 1 14 29 8 7 6 0 1 15 29 7 8 5
0 0 7 2 1 1 0 0 0 6 2 1 2 0 0 0 3 5 1 2 0 0 0 5 5 1 0 0
0 0 15 1 0 3 0 0 1 7 4 1 6 0 0 1 0 14 1 3 0 0 2 2 12 1 2 0
0 0 28 2 3 10 1 0 3 16 11 4 9 1 0 1 13 17 5 7 1 0 1 10 19 5 8 1
0 3 93 8 5 15 1 0 13 42 41 11 18 0 0 2 16 76 21 10 0 0 8 22 70 15 9 1
0 2 42 5 4 15 1 0 6 23 21 5 13 1 0 2 11 31 13 10 2 0 3 14 30 9 11 2
0 1 5 0 1 1 0 1 1 3 1 1 1 0 1 0 2 3 0 2 0 1 0 1 4 0 2 0
0 1 32 3 0 10 2 0 1 14 20 4 8 1 0 0 3 33 9 2 1 0 0 2 35 6 4 1
0 2 59 8 1 12 10 0 4 37 22 6 14 9 0 0 20 44 11 9 8 0 0 21 47 10 6 8
0 1 3 1 0 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 0 2 2 1 0 0 1 1 2 0 1 0
0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
0 4 226 18 10 38 11 0 23 116 94 21 45 8 0 3 47 182 46 23 6 0 8 52 178 35 27 7

0 6 47 10 4 28 4 1 8 25 25 11 25 4 1 3 16 37 17 20 5 1 7 18 40 12 16 5

0 2 109 9 6 18 2 0 18 48 42 11 26 1 0 3 19 83 25 15 1 0 7 23 78 16 19 3
0 1 65 4 4 12 4 0 1 37 30 8 11 3 0 0 11 55 17 5 2 0 1 12 58 12 6 1
0 1 40 3 0 4 0 0 3 26 11 2 5 1 0 0 12 31 4 1 0 0 0 12 28 6 2 0
0 0 12 2 0 4 5 0 1 5 11 0 3 3 0 0 5 13 0 2 3 0 0 5 14 1 0 3
0 2 65 8 6 14 1 1 6 31 31 11 15 1 1 1 15 56 13 9 1 1 2 18 55 13 7 0
0 5 135 14 5 24 7 0 13 69 59 16 28 5 0 2 29 100 36 18 5 0 5 36 103 25 15 6
0 2 46 3 2 13 5 0 6 23 19 4 15 4 0 2 12 36 7 11 3 0 4 13 34 5 12 3
0 1 23 3 1 10 2 0 4 14 10 1 9 2 0 0 7 24 3 4 2 0 3 6 23 2 4 2
0 0 7 0 0 2 1 0 0 5 2 0 2 1 0 0 1 4 3 1 1 0 0 0 4 2 2 2
0 0 1 0 0 3 0 0 2 0 0 0 2 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 3 0
0 1 21 5 2 6 1 0 3 15 8 4 5 1 0 2 6 17 2 8 1 0 2 9 16 2 6 1
0 0 100 6 2 15 7 0 7 55 39 6 18 5 0 1 23 75 20 6 5 0 2 24 78 15 5 6
0 5 126 14 9 35 4 0 14 59 59 20 37 4 0 1 27 100 37 25 3 0 6 28 101 28 28 2
0 2 25 2 1 5 2 0 4 10 15 1 6 1 0 2 6 23 2 3 1 0 3 8 21 1 2 2
0 2 5 1 0 4 1 1 3 3 0 1 4 1 1 0 3 4 2 2 1 1 2 4 2 1 2 1
0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1
0 1 22 2 2 2 1 0 3 10 12 3 1 1 0 1 4 16 5 3 1 0 2 5 13 6 3 1
0 4 62 8 5 20 4 1 9 31 29 9 22 2 1 2 13 59 15 12 1 1 5 18 54 12 11 2
0 0 5 2 0 1 0 0 1 2 2 1 2 0 0 0 1 4 1 2 0 0 0 1 3 1 3 0
0 5 173 15 7 37 6 0 17 94 69 17 42 4 0 3 42 130 38 25 5 0 8 45 136 24 25 5
0 0 15 1 0 6 5 0 1 5 9 2 4 6 0 0 5 11 4 2 5 0 0 4 13 4 1 5

G.社会通念・慣習・しきたり H.社会全体E.学校教育 F.法律や制度面で
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主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

実数 307 11 134 140 10 12 233 62 7 3 2 196 74 35 1 1
％ 100.0% 3.6% 43.7% 45.6% 3.3% 3.9% 75.9% 20.2% 2.3% 1.0% 0.7% 63.8% 24.1% 11.4% 0.3% 0.3%
男性 133 4 59 60 3 7 93 33 6 1 0 82 34 16 1 0
女性 160 7 69 73 6 5 127 28 1 2 2 105 35 19 0 1
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２０代 8 0 3 5 0 0 4 4 0 0 0 4 2 2 0 0
３０代 21 0 10 11 0 0 15 6 0 0 0 14 3 4 0 0
４０代 44 1 22 21 0 0 34 10 0 0 0 0 16 3 0 0
５０代 74 2 41 29 2 0 58 15 1 0 0 44 20 8 1 1
６０代 101 4 34 55 3 5 76 16 4 3 2 63 27 11 0 0
７０代 50 4 22 13 5 6 38 10 2 0 0 38 6 6 0 0
無回答 9 0 2 6 0 1 8 1 0 0 0 8 0 1 0 0
農林漁業 17 0 12 5 0 0 16 0 0 1 0 10 5 2 0 0
商工サービス業自営 32 2 15 15 0 0 28 3 1 0 0 22 7 2 1 0
常勤職 93 4 57 32 0 0 63 29 1 0 0 58 27 7 0 1
非常勤 46 2 19 23 2 0 34 9 1 1 1 28 10 8 0 0
その他の有職 4 0 1 3 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0
専業主婦・主夫 46 1 5 39 0 1 37 7 1 1 0 29 7 10 0 0
無　職 67 2 25 21 8 11 49 14 3 0 1 43 18 6 0 0
その他 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
無回答 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0
い　る 146 1 101 44 0 0 107 35 3 1 0 86 43 15 1 1
いない 90 10 7 67 2 4 70 14 2 2 2 62 15 13 0 0
共働き 48 0 19 18 8 3 37 9 2 0 0 31 11 6 0 0
共働きでない 23 0 7 11 0 5 19 4 0 0 0 17 5 1 0 0
その他 65 4 25 28 3 5 43 18 3 1 0 44 13 7 1 0
無回答 142 5 56 73 5 3 103 33 4 1 1 97 31 13 0 1
旧伊野町内 59 2 28 26 1 2 51 7 0 1 0 30 18 11 0 0
枝川・天王 30 0 18 10 1 1 28 1 0 0 1 19 9 2 0 0
その他の地域 8 0 6 1 0 1 7 1 0 0 0 5 3 0 0 0
吾北地区 3 0 1 2 0 0 1 2 0 0 0 1 0 2 0 0
本川地区 6 0 1 4 1 0 6 0 0 0 0 3 2 1 0 0
無回答 127 4 50 60 4 9 99 21 4 1 2 85 27 15 0 0
単身世帯 145 6 66 66 5 2 101 41 2 1 0 92 37 15 1 0
夫婦のみ 26 1 16 8 0 1 24 0 1 1 0 14 8 3 0 1
親と子ども 3 0 1 2 0 0 3 0 0 0 0 2 0 1 0 0
三世代以上同居 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 27 0 11 15 1 0 18 9 0 0 0 17 6 4 0 0
無回答 68 4 38 25 1 0 59 7 1 1 0 39 16 11 1 1
乳幼児がいる 8 0 2 5 1 0 7 1 0 0 0 7 0 1 0 0
高齢者がいる 184 6 73 90 7 8 134 41 5 2 2 119 47 18 0 0
両方いる 20 1 10 5 0 4 15 4 1 0 0 14 5 1 0 0
該当するものはいない 243 2 15 93 83 3 2 18 89 63 24 2 11 94 83 14
無回答 27 0 2 11 8 1 0 0 7 8 0 0 1 9 6 1

C.家計の管理

同
居
家
族
内

容
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

総
合

性
別

サ
ン
プ
ル

A.生活費をかせぐ B.掃除・洗濯・炊事

  

問 2 

あなたのご家庭では、次の役割を主にどなたがしていますか。A~G の項目ごとに１つだけ選んで○印をつけてください。 
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主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

主
に
妻
が
行
う

夫
婦
が
共
同
で
行
う

主
に
夫
が
行
う

そ
の
他
の
人

無
回
答

148 78 0 17 64 127 91 4 24 61 44 177 16 13 57 33 213 55 2 4
48.2% 25.4% 0.0% 5.5% 20.9% 41.4% 29.6% 1.3% 7.8% 19.9% 14.3% 57.7% 5.2% 4.2% 18.6% 10.8% 69.4% 17.9% 0.7% 1.3%

59 34 0 9 31 43 44 3 12 31 9 80 7 10 27 9 93 27 0 4
82 42 0 7 29 79 43 1 11 26 31 93 8 2 26 22 111 25 2 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 6 0 0 1 2 2 0 2 2 1 6 0 0 1 1 6 1 0 0
8 10 0 1 2 7 11 0 1 2 4 15 0 0 2 3 18 0 0 0

29 12 0 0 3 21 13 1 2 7 11 28 2 0 3 7 31 6 0 0
44 23 0 3 4 35 26 1 8 4 11 51 6 4 2 4 50 18 1 1
46 17 0 7 31 44 26 1 9 21 12 54 5 4 26 12 71 17 0 1
17 10 0 5 18 17 12 1 2 18 5 21 2 4 18 6 32 10 1 1
3 0 0 1 5 1 1 0 0 7 0 2 1 1 5 0 5 3 0 1
9 2 0 0 6 9 3 0 2 3 1 9 2 0 5 0 12 5 0 0

16 9 0 2 5 9 17 0 3 3 4 20 1 2 5 1 23 8 0 0
51 27 0 3 12 43 28 1 7 14 15 62 5 4 7 9 70 12 0 2
23 14 0 3 6 22 15 0 4 5 11 27 1 2 5 8 33 5 0 0
2 0 0 0 2 2 0 0 0 2 1 1 0 0 2 1 1 2 0 0

22 13 0 2 9 20 11 1 3 11 8 25 3 0 10 5 30 10 1 0
25 12 0 7 23 21 17 2 5 22 4 32 4 5 22 8 43 13 1 2
0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

76 42 0 7 21 63 52 1 10 20 25 91 7 5 18 12 108 25 0 1
45 21 0 3 21 40 18 2 9 21 14 53 4 2 17 13 59 14 1 3
23 11 0 6 8 16 18 1 5 8 5 26 5 4 8 4 31 12 1 0
4 4 0 1 14 8 3 0 0 12 0 7 0 2 14 4 15 4 0 0

31 14 0 4 16 28 15 2 4 16 11 32 1 5 16 6 44 13 0 2
71 36 0 8 27 55 50 1 11 25 19 83 11 6 23 15 104 21 2 0
29 12 0 3 15 24 18 0 4 13 7 36 3 1 12 8 38 12 0 1
15 9 0 1 5 17 5 0 3 5 5 18 1 1 5 3 19 7 0 1
2 4 0 1 1 3 1 1 2 1 2 5 0 0 1 1 6 1 0 0
0 3 0 0 0 0 2 0 0 1 0 3 0 0 0 0 2 1 0 0
4 1 0 0 1 4 0 0 0 2 1 4 0 0 1 1 3 1 0 1

54 28 0 8 37 50 30 3 8 36 13 66 7 6 35 14 83 27 0 3
66 48 0 8 23 56 53 1 13 22 21 91 7 6 20 14 112 18 1 0
22 0 0 1 3 15 7 0 3 1 6 16 2 1 1 3 14 9 0 0
2 1 0 0 0 2 1 0 0 0 3 0 0 0 0 1 1 0 1 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 11 0 1 0 10 11 0 3 3 7 19 0 1 0 4 21 2 0 0
34 9 0 4 21 33 21 0 5 9 12 33 4 2 17 9 40 19 0 0
3 4 0 1 0 3 2 0 1 2 2 4 0 2 0 2 4 1 1 0

90 49 0 10 35 75 52 4 14 39 21 111 12 8 32 14 135 30 1 4
6 5 0 1 8 6 5 0 1 8 2 10 0 0 8 4 13 3 0 0
1 2 46 103 64 0 5 173 15 7 0 17 94 69 17 0 3 42 130 38
0 0 4 11 3 0 0 15 1 0 0 1 5 9 2 0 0 5 11 4

D.育児 E.介護・看護
F.子どもの教育に関する諸問

題の決定
G.家庭内の諸問題の決定
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サ
ン
プ
ル

ス
ポ
ー
ツ
・
学
習
・
文
化
な
ど
の

サ
ー
ク
ル
活
動

自
治
会
・
町
内
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子
ど

も
会
・
婦
人
会
・
老
人
会
な
ど
の
活

動 町
の
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
活
動

健
康
づ
く
り
・
食
生
活
改
善
な
ど
に

関
す
る
活
動

自
然
保
護
・
公
害
防
止
な
ど
環
境
問

題
に
関
す
る
活
動

国
・
県
・
町
の
審
議
会
や
委
員
会
な

ど
の
公
的
活
動

防
災
・
防
犯
な
ど
の
活
動

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

実数 411 60 181 72 36 36 11 17 80 156 3
％ 100.0% 14.6% 44.0% 17.5% 8.8% 8.8% 2.7% 4.1% 19.5% 38.0% 0.7%
男性 180 27 86 26 12 8 8 8 47 69 1
女性 212 31 90 44 22 27 3 6 29 77 2
無回答 19 2 5 2 2 1 0 3 4 10 0
２０代 27 5 3 7 1 0 0 0 2 15 1
３０代 32 5 10 8 2 1 0 0 3 13 1
４０代 64 8 26 9 2 4 1 0 12 27 0
５０代 90 7 42 16 8 3 3 3 9 38 1
６０代 122 21 64 20 14 17 4 10 33 41 0
７０代 65 13 32 11 9 10 3 3 19 18 0
無回答 11 1 4 1 0 1 0 1 2 4 0
農林漁業 19 4 12 5 3 5 2 2 8 2 1
商工サービス業自営 44 1 20 4 3 2 2 4 10 19 0
常勤職 125 11 50 20 8 1 3 2 17 52 2
非常勤 69 12 24 14 5 7 1 3 13 29 0
その他の有職 8 4 6 4 1 1 0 0 2 1 0
専業主婦・主夫 48 8 26 10 5 12 0 1 4 16 0
無　職 92 18 42 12 11 8 3 5 26 34 0
その他 5 2 1 3 0 0 0 0 0 2 0
無回答 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
い　る 307 45 159 55 29 30 10 15 71 95 2
いない 99 14 21 16 7 6 1 2 9 58 1
共働き 146 16 74 31 13 9 5 9 35 43 2
共働きでない 90 10 50 9 6 12 2 3 17 34 1
その他 48 18 24 10 8 6 2 3 16 9 0
無回答 23 1 11 5 2 3 1 0 3 9 0
旧伊野町内 96 16 39 14 7 7 3 3 22 41 0
枝川・天王 190 27 80 28 13 20 4 7 16 77 1
その他の地域 71 8 32 13 8 2 4 4 22 22 2
吾北地区 40 7 23 12 7 6 2 3 15 12 0
本川地区 10 2 4 4 1 1 0 0 4 3 0
無回答 4 0 3 1 0 0 0 0 1 1 0
単身世帯 36 7 14 7 3 2 1 1 1 18 0
夫婦のみ 130 25 67 25 14 21 7 7 34 36 0
親と子ども 193 25 81 34 34 10 4 9 39 76 2
三世代以上同居 37 2 17 4 4 3 0 0 5 14 1
その他 13 1 2 2 0 0 0 0 1 10 0
無回答 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0
乳幼児がいる 30 4 15 5 0 1 0 0 5 10 1
高齢者がいる 103 15 39 20 2 10 3 4 17 44 1
両方いる 8 0 3 1 0 0 0 0 2 4 0
該当するものはいない 243 36 113 42 17 21 8 11 50 86 1
無回答 27 5 11 4 5 4 0 2 6 12 0

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

同
居
家
族
内

容
別

 

  

問 3 

あなたは次のような地域活動に参加していますか。(複数可) 
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サ
ン
プ
ル

男
性
も
女
性
も
積
極
的
に
地
域
活
動

に
参
加
す
る
こ
と

地
域
活
動
の
リ
ー

ダ
ー

に
女
性
を
積

極
的
に
登
用
す
る
こ
と

女
性
の
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
た
め

の
講
習
か
い
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と

様
々
な
立
場
の
人
達
が
さ
ん
か
し
や

す
い
よ
う
活
動
の
時
間
帯
を
工
夫
す

る
こ
と

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る
こ

と 地
域
に
根
付
い
て
い
る
社
会
通
念
や

慣
習
を
改
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

充
実
す
る
こ
と

家
族
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

実数 411 186 51 35 212 154 50 122 6 61 5
％ 100.0% 45.3% 12.4% 8.5% 51.6% 37.5% 12.2% 29.7% 1.5% 14.8% 1.2%
男性 180 76 33 14 89 63 22 48 1 32 2
女性 212 99 16 19 112 81 27 70 5 27 3
無回答 19 11 2 2 11 10 1 4 0 2 0
２０代 27 8 1 1 15 10 4 6 0 6 0
３０代 32 10 3 3 18 9 3 11 1 6 1
４０代 64 23 5 7 32 23 9 15 1 13 1
５０代 90 33 6 6 49 32 11 29 2 15 0
６０代 122 68 25 12 63 50 15 38 1 9 2
７０代 65 39 8 5 30 27 8 20 1 11 1
無回答 11 5 3 1 5 3 0 3 0 1 0
農林漁業 19 14 4 0 13 5 3 13 0 0 0
商工サービス業自営 44 17 4 6 17 11 5 9 2 8 2
常勤職 125 53 12 12 69 43 12 31 0 17 2
非常勤 69 33 8 5 39 23 15 24 1 9 0
その他の有職 8 3 1 1 2 5 0 1 1 2 0
専業主婦・主夫 48 15 7 3 22 25 6 13 0 8 1
無　職 92 50 15 8 47 39 9 27 2 16 0
その他 5 1 0 0 3 2 0 3 0 1 0
無回答 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0
い　る 307 154 45 26 160 116 42 93 2 37 3
いない 99 31 6 9 49 37 8 26 4 24 2
共働き 146 72 18 14 75 46 26 42 2 18 3
共働きでない 90 41 15 8 45 38 10 28 0 11 0
その他 48 28 9 3 27 26 5 11 0 5 0
無回答 23 13 3 1 13 6 1 12 0 3 0
旧伊野町内 96 42 17 8 56 41 10 21 1 10 3
枝川・天王 190 74 23 21 92 80 18 57 3 34 2
その他の地域 71 35 8 5 37 20 15 15 2 12 0
吾北地区 40 27 3 1 20 11 3 20 0 5 0
本川地区 10 5 0 0 6 1 4 7 0 0 0
無回答 4 3 0 0 1 1 0 2 0 0 0
単身世帯 36 15 4 5 20 12 4 11 2 5 1
夫婦のみ 130 65 24 10 58 58 13 40 0 17 1
親と子ども 193 89 22 17 108 71 27 56 3 27 2
三世代以上同居 37 14 1 3 22 12 6 13 0 4 0
その他 13 3 0 0 3 1 0 1 1 7 1
無回答 2 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0
乳幼児がいる 30 12 4 1 16 11 6 10 0 5 1
高齢者がいる 103 44 9 7 53 34 11 35 2 21 2
両方いる 8 1 0 2 6 1 0 2 0 1 0
該当するものはいない 243 116 33 23 124 99 31 68 4 28 2
無回答 27 13 5 2 13 9 2 7 0 6 0

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

総
合

性
別

年
代

同
居
家
族
内

容
別

職
業
別

配偶者

共
働
き

 

  

問 4 

あなたの住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を進めるためには、どのようなことが必要だと思います

か。（○印３つまで） 
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サ
ン
プ
ル

必
要
が
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
が
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
が
な
い

必
要
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

実数 411 217 133 21 17 18 5
％ 100.0% 52.8% 32.4% 5.1% 4.1% 4.4% 1.2%
男性 180 100 48 10 11 8 3
女性 212 106 82 11 5 7 1
無回答 19 11 3 0 1 3 1
２０代 27 12 10 1 1 3 0
３０代 32 16 12 2 1 1 0
４０代 64 37 18 4 2 3 0
５０代 90 46 33 2 4 3 2
６０代 122 72 35 7 5 3 0
７０代 65 28 22 5 3 5 2
無回答 11 6 3 0 1 0 1
農林漁業 19 10 7 2 0 0 0
商工サービス業自営 44 18 15 2 5 3 1
常勤職 125 66 43 5 6 5 0
非常勤 69 40 18 5 1 4 1
その他の有職 8 3 4 1 0 0 0
専業主婦・主夫 48 29 16 1 0 2 0
無　職 92 49 28 5 4 3 3
その他 5 1 2 0 1 1 0
無回答 1 1 0 0 0 0 0
い　る 307 162 101 16 15 10 3
いない 99 51 32 5 2 8 1
共働き 146 77 44 9 10 5 1
共働きでない 90 43 38 2 2 4 1
その他 48 32 12 4 0 0 0
無回答 23 10 7 1 3 1 1
旧伊野町内 96 52 33 3 3 4 1
枝川・天王 190 99 63 11 10 6 1
その他の地域 71 38 22 4 2 4 1
吾北地区 40 19 13 2 1 4 1
本川地区 10 8 1 0 0 0 1
無回答 4 1 1 1 1 0 0
単身世帯 36 21 11 2 1 1 0
夫婦のみ 130 70 38 8 7 6 1
親と子ども 193 98 68 9 9 6 3
三世代以上同居 37 22 12 1 0 1 1
その他 13 5 3 1 0 4 0
無回答 2 1 1 0 0 0 0
乳幼児がいる 30 15 10 1 2 1 1
高齢者がいる 103 55 37 3 2 5 1
両方いる 8 5 1 1 0 1 0
該当するものはいない 243 131 77 15 10 9 1
無回答 27 11 8 1 3 2 2

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

問 5 

防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要だと思いますか。 
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サ
ン
プ
ル

避
難
所
の
設
備

（
男
女
ト
イ
レ
・
更

衣
室
・
防
犯
対
策
等

）

避
難
所
運
営
の
責
任
者
に
男
女
が
と

も
に
配
置
さ
れ

、
避
難
所
運
営
や
被

災
者
対
応
に
男
女
両
方
の
視
点
が
入

る
こ
と

災
害
時
の
救
援
医
療
体
制

（
乳
幼

児

、
高
齢
者

、
障
害
者

、
妊
産
婦
へ

の
サ
ポ
ー
ト
体
制

）

災
害
対
策
本
部
に
男
女
が
と
も
に
配

置
さ
れ

、
対
策
に
男
女
両
方
の
視
点

が
入
る
こ
と

防
災
会
議
に
男
女
が
と
も
に
参
画

し

、
防
災
計
画
に
男
女
両
方
の
視
点

が
入
る
こ
と

災
害
復
旧
・
復
興
対
策
計
画
に
男
女

が
と
も
に
参
画
し

、
計
画
に
男
女
両

方
の
視
点
が
入
る
こ
と

公
的
施
設
の
備
蓄
品
の
ニ
ー

ズ
把

握

、
災
害
時
に
支
給
す
る
際
の
配
慮

被
災
者
に
対
す
る
相
談
体
制

そ
の
他

無
回
答

実数 350 275 117 118 37 40 41 32 19 0 1
％ 100.0% 78.6% 33.4% 33.7% 10.6% 11.4% 11.7% 9.1% 5.4% 0.0% 0.3%
男性 148 113 59 45 15 17 23 10 6 0 0
女性 188 151 55 68 22 20 17 21 11 0 0
無回答 14 11 3 5 0 3 1 1 2 0 1
２０代 22 18 6 10 3 3 1 2 0 0 0
３０代 28 24 10 6 2 5 2 3 2 0 0
４０代 55 43 14 28 5 5 6 3 3 0 0
５０代 79 60 27 30 8 8 11 6 5 0 0
６０代 107 85 41 29 9 11 17 12 3 0 0
７０代 50 39 16 14 7 8 4 5 5 0 0
無回答 9 6 3 1 3 0 0 1 1 0 1
農林漁業 17 13 8 5 3 3 1 1 1 0 0
商工サービス業自営 33 29 10 12 3 2 4 4 1 0 0
常勤職 109 84 36 44 12 10 13 4 5 0 0
非常勤 58 41 20 20 8 6 8 5 3 0 1
その他の有職 7 6 3 0 0 1 2 2 0 0 0
専業主婦・主夫 45 35 11 13 4 10 6 6 4 0 0
無　職 77 63 28 23 6 8 7 9 5 0 0
その他 3 3 1 1 0 0 0 1 0 0 0
無回答 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
い　る 263 207 90 87 28 29 37 24 16 0 0
いない 83 67 26 30 8 10 4 8 3 0 0
共働き 121 99 43 47 9 12 16 8 4 0 0
共働きでない 81 59 24 23 10 10 17 9 8 0 0
その他 44 36 17 13 6 5 3 5 2 0 0
無回答 17 13 6 4 3 2 1 2 2 0 0
旧伊野町内 85 66 31 37 7 7 7 8 2 0 0
枝川・天王 162 124 51 48 24 20 20 17 11 0 0
その他の地域 60 51 17 20 3 9 10 4 4 0 0
吾北地区 32 26 14 9 2 2 3 3 2 0 1
本川地区 9 7 4 3 0 2 1 0 0 0 0
無回答 2 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0
単身世帯 32 27 12 10 0 5 0 4 3 0 0
夫婦のみ 108 87 40 28 11 13 16 10 6 0 0
親と子ども 166 129 48 60 21 19 24 14 7 0 0
三世代以上同居 34 25 15 16 5 2 0 2 2 0 0
その他 8 5 2 3 0 1 1 2 1 0 1
無回答 2 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0
乳幼児がいる 25 20 8 10 2 5 3 1 1 0 0
高齢者がいる 92 67 33 34 10 10 7 13 7 0 0
両方いる 6 4 1 5 1 1 1 0 0 0 0
該当するものはいない 208 172 66 67 23 20 28 16 9 0 1
無回答 19 12 9 2 1 4 2 2 2 0 0

世
帯
構
成
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

同
居
家
族
内

容
別

 

  

<次の問 6 は、問 5 で 1 または 2 と答えた方のみお答えください。> 

問 6 

防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要なことは何ですか。(○印 2 つまで) 
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サ
ン
プ
ル

女
性
は
仕
事
を
し
な
い
方
が
よ
い

結
婚
す
る
ま
で
は

、
仕
事
を
し
た
方

が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
る
ま
で
は

、
仕
事
を

し
た
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
て
も

、
ず

っ
と
仕
事

を
続
け
る
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
た
ら
辞
め
る
が

、
子

ど
も
が
成
長
し
た
ら
再
び
仕
事
に
就

く
方
が
よ
い

そ
の
他

無
回
答

実数 411 2 6 24 200 127 43 9
％ 100.0% 0.5% 1.5% 5.8% 48.7% 30.9% 10.5% 2.2%
男性 180 2 1 11 101 44 15 6
女性 212 0 3 12 93 74 27 3
無回答 19 0 2 1 6 9 1 0
２０代 27 0 1 4 10 8 4 0
３０代 32 0 0 2 13 10 7 0
４０代 64 0 0 2 35 16 10 1
５０代 90 1 0 7 43 30 9 0
６０代 122 0 2 6 59 41 10 4
７０代 65 0 2 3 36 19 3 2
無回答 11 1 1 0 4 3 0 2
農林漁業 19 0 1 0 8 7 2 1
商工サービス業自営 44 1 1 4 20 15 2 1
常勤職 125 0 0 10 69 31 12 3
非常勤 69 0 0 3 30 23 13 0
その他の有職 8 0 0 0 4 0 4 0
専業主婦・主夫 48 0 1 0 18 24 4 1
無　職 92 1 3 5 48 26 6 3
その他 5 0 0 2 2 1 0 0
無回答 1 0 0 0 1 0 0 0
い　る 307 2 4 13 144 103 35 6
いない 99 0 2 11 53 23 7 3
共働き 146 1 0 9 66 47 21 2
共働きでない 90 1 2 3 38 34 11 1
その他 48 0 0 1 30 15 2 0
無回答 23 0 2 0 10 7 1 3
旧伊野町内 96 0 2 6 46 26 13 3
枝川・天王 190 2 2 14 93 57 20 2
その他の地域 71 0 1 3 37 19 8 3
吾北地区 40 0 1 0 19 19 1 0
本川地区 10 0 0 0 5 4 1 0
無回答 4 0 0 1 0 2 0 1
単身世帯 36 0 0 3 18 11 3 1
夫婦のみ 130 2 3 4 64 44 11 2
親と子ども 193 0 1 13 100 58 18 3
三世代以上同居 37 0 1 4 11 11 9 1
その他 13 0 1 0 7 3 2 0
無回答 2 0 0 0 0 0 0 2
乳幼児がいる 30 0 0 0 13 10 6 1
高齢者がいる 103 0 2 7 51 30 12 1
両方いる 8 0 0 1 3 3 0 1
該当するものはいない 243 2 4 13 121 76 24 3
無回答 27 0 0 3 12 8 1 3

世
帯
構
成
別

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

 

  

問 7 

女性が仕事をする(会社などで働く)ことについて、どのように思いますか。 
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サ
ン
プ
ル

家
事
の
負
担
が
お
お
き
い
こ
と

夫
や
子
ど
も
の
世
話
の
負
担
が
大
き

い
こ
と

高
齢
者
等
家
族
の
世
話
の
負
担
が
大

き
い
こ
と

夫
や
子
ど
も
な
ど
の
理
解
や
協
力
が

な
い
こ
と

職
場
で
男
女
差
別
が
あ
る
こ
と

職
場
で
の
結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
例

が
あ
る
こ
と

転
勤
や
長
時
間
労
働

女
性
の
就
職
先
自
体
が
少
な
い
こ
と

保
育
所
な
ど
子
育
て
支
援
体
制
が
十

分
で
は
な
い
こ
と

老
人
福
祉
施
設

、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を

利
用
し
に
く
い
こ
と

育
児
・
介
護
休
業
を
利
用
し
に
く
い

こ
と

そ
の
他

支
障
と
な
る
こ
と
は
特
に
な
い

無
回
答

実数 411 237 151 130 111 45 50 117 62 166 49 103 8 16 12
％ 100.0% 57.7% 36.7% 31.6% 27.0% 10.9% 12.2% 28.5% 15.1% 40.4% 11.9% 25.1% 1.9% 3.9% 2.9%
男性 180 94 63 49 36 22 27 47 23 74 18 45 2 9 7
女性 212 128 80 75 70 19 23 67 34 88 28 53 6 5 5
無回答 19 15 8 6 5 4 0 3 5 4 3 5 0 2 0
２０代 27 21 13 5 7 2 10 7 5 14 2 7 0 0 0
３０代 32 17 11 2 13 1 9 10 4 21 4 7 0 0 0
４０代 64 40 30 24 23 6 6 25 11 22 9 18 3 3 0
５０代 90 51 37 40 30 15 13 33 14 40 10 25 3 4 1
６０代 122 68 36 36 24 12 8 29 14 51 16 30 1 6 5
７０代 65 31 19 21 12 7 3 12 12 15 8 15 1 2 6
無回答 11 9 5 2 2 2 1 1 2 3 0 1 0 1 0
農林漁業 19 11 8 8 4 4 3 5 3 8 5 4 0 0 0
商工サービス業自営 44 28 14 16 12 4 6 12 5 17 5 13 0 2 2
常勤職 125 72 46 35 43 10 13 47 15 58 12 24 1 3 1
非常勤 69 44 26 23 22 9 13 15 14 24 12 23 3 5 1
その他の有職 8 6 3 0 2 0 1 3 1 4 0 2 1 0 0
専業主婦・主夫 48 32 18 16 15 5 6 15 9 20 3 12 2 0 1
無　職 92 40 32 30 11 12 6 19 13 32 11 23 1 6 7
その他 5 3 4 2 1 1 2 1 0 3 1 2 0 0 0
無回答 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
い　る 307 178 112 91 81 36 34 89 46 119 31 80 7 10 8
いない 99 57 37 37 29 9 16 27 15 46 18 23 1 4 4
共働き 146 88 54 38 48 18 20 44 20 61 16 38 2 3 2
共働きでない 90 55 33 29 22 6 9 31 14 31 8 21 4 4 1
その他 48 27 19 18 8 10 4 11 9 19 4 18 1 47 0
無回答 23 8 6 6 3 2 1 3 3 8 3 3 0 1 5
旧伊野町内 96 54 31 31 22 6 10 31 13 37 12 24 1 4 2
枝川・天王 190 111 75 50 54 20 27 56 27 90 6 54 3 8 5
その他の地域 71 36 18 25 22 9 8 19 11 22 8 12 2 4 4
吾北地区 40 29 21 19 9 9 5 8 7 13 10 9 1 0 0
本川地区 10 7 6 5 2 1 0 2 4 4 0 4 0 0 0
無回答 4 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1
単身世帯 36 22 14 12 10 3 4 9 6 17 6 14 0 0 1
夫婦のみ 130 69 43 37 26 17 17 33 16 49 10 36 3 0 5
親と子ども 193 114 76 60 62 20 22 62 33 78 24 44 2 0 4
三世代以上同居 37 22 11 13 7 4 5 8 6 15 7 6 2 0 1
その他 13 9 6 7 5 1 2 5 1 7 2 3 1 0 0
無回答 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
乳幼児がいる 30 20 11 2 11 2 4 11 9 13 0 6 1 0 1
高齢者がいる 103 57 37 50 32 13 11 23 17 41 21 20 4 6 1
両方いる 8 5 4 0 3 1 0 2 3 3 1 1 0 0 0
該当するものはいない 243 144 95 68 58 25 33 73 30 103 24 71 3 9 4
無回答 27 11 4 10 7 4 2 8 3 6 3 5 0 1 6

世
帯
構
成
別

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

 

  

問 8 

あなたは、女性が仕事と家庭との両立をする上で、支障となることはどのようなことだと思いますか。(複数可) 
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理想 

サ
ン
プ
ル

「
仕
事

」
を
優
先

「
家
庭
生
活

」
を
優
先

「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

」
を
優
先

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
を
と
も

に
優
先

「
仕
事

」
と

「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

」
を

と
も
に
優
先

「
家
庭
生
活

」
と

「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

」
を
と
も
に
優
先

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
と

「
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト

」
を
両
立

無
回
答

実数 411 13 40 19 57 8 44 212 18
％ 100.0% 3.2% 9.7% 4.6% 13.9% 1.9% 10.7% 51.6% 4.4%
男性 180 9 16 10 33 5 17 84 6
女性 212 2 22 9 22 2 27 117 11
無回答 19 2 2 0 2 1 0 11 1
２０代 27 1 0 2 3 0 8 12 1
３０代 32 0 4 3 1 0 3 21 0
４０代 64 2 4 3 10 2 10 33 0
５０代 90 1 7 5 9 1 6 59 2
６０代 122 6 11 4 19 3 11 62 6
７０代 65 3 9 2 14 2 5 23 7
無回答 11 0 5 0 1 0 1 2 2
農林漁業 19 0 3 0 3 0 1 12 0
商工サービス業自営 44 4 3 2 5 1 5 24 0
常勤職 125 2 13 8 22 4 15 60 1
非常勤 69 1 4 3 4 0 6 48 3
その他の有職 8 1 0 0 1 0 0 6 0
専業主婦・主夫 48 1 5 2 2 1 10 24 3
無　職 92 3 12 3 20 2 7 35 10
その他 5 0 0 1 0 0 0 3 1
無回答 1 1 0 0 0 0 0 0 0
い　る 307 6 32 8 45 5 33 166 12
いない 99 6 8 11 12 3 11 43 5
共働き 146 3 13 5 19 1 14 89 2
共働きでない 90 1 9 2 10 2 16 47 3
その他 48 1 6 0 12 1 3 23 2
無回答 23 1 4 1 4 1 0 7 5
旧伊野町内 96 2 4 7 20 1 12 47 3
枝川・天王 190 8 25 10 21 2 19 101 4
その他の地域 71 0 6 1 11 1 10 34 8
吾北地区 40 1 4 1 4 4 1 23 2
本川地区 10 1 1 0 0 0 2 5 1
無回答 4 1 0 0 1 0 0 2 0
単身世帯 36 3 5 4 6 1 5 11 1
夫婦のみ 130 3 17 3 16 4 14 66 7
親と子ども 193 5 17 9 32 2 19 106 3
三世代以上同居 37 0 1 2 2 0 6 22 4
その他 13 2 0 1 1 1 0 6 2
無回答 2 0 0 0 0 0 0 1 1
乳幼児がいる 30 0 4 3 3 0 4 14 2
高齢者がいる 103 2 8 4 11 3 12 61 2
両方いる 8 0 1 0 3 0 0 4 0
該当するものはいない 243 8 25 10 35 4 27 124 10
無回答 27 3 2 2 5 1 1 9 4

世
帯
構
成
別

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

 

問 9 

日常生活における「仕事」「家庭生活」「プライベート(趣味や学習・地域活動・付き合いなど)」のバランスについて、

優先度をお答えください。 

理想は           現実は 
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現実 

サ
ン
プ
ル

「
仕
事

」
を
優
先

「
家
庭
生
活

」
を
優
先

「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

」
を
優
先

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
を
と
も

に
優
先

「
仕
事

」
と

「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

」
を

と
も
に
優
先

「
家
庭
生
活

」
と

「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

」
を
と
も
に
優
先

「
仕
事

」
と

「
家
庭
生
活

」
と

「
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト

」
を
両
立

無
回
答

実数 411 201 52 2 79 8 21 23 25
％ 100.0% 48.9% 12.7% 0.5% 19.2% 1.9% 5.1% 5.6% 6.1%
男性 180 117 12 2 22 6 4 7 10
女性 212 72 38 0 54 2 17 15 14
無回答 19 12 2 0 3 0 0 1 1
２０代 27 17 2 0 3 1 0 1 3
３０代 32 13 4 0 10 1 1 3 0
４０代 64 34 6 0 15 4 3 2 0
５０代 90 45 11 0 20 1 4 6 3
６０代 122 70 14 0 18 0 7 5 8
７０代 65 16 15 2 12 1 5 5 9
無回答 11 6 0 0 1 0 1 1 2
農林漁業 19 11 3 0 4 0 0 0 1
商工サービス業自営 44 25 4 0 8 2 1 4 0
常勤職 125 87 6 0 26 3 1 1 1
非常勤 69 24 6 0 20 1 3 10 5
その他の有職 8 6 0 0 1 0 0 1 0
専業主婦・主夫 48 8 16 0 7 0 10 3 4
無　職 92 36 17 2 13 2 6 3 13
その他 5 3 0 0 0 0 0 1 1
無回答 1 1 0 0 0 0 0 0 0
い　る 307 145 42 2 65 3 16 17 17
いない 99 54 10 0 13 5 5 6 6
共働き 146 79 10 0 38 2 4 10 3
共働きでない 90 36 19 1 13 0 9 6 6
その他 48 24 5 0 11 1 3 1 3
無回答 23 6 8 1 3 0 0 0 5
旧伊野町内 96 52 11 0 16 3 3 5 6
枝川・天王 190 96 28 1 31 3 11 14 6
その他の地域 71 30 7 1 16 0 6 3 8
吾北地区 40 17 5 0 11 2 1 1 3
本川地区 10 5 1 0 2 0 0 0 2
無回答 4 1 0 0 3 0 0 0 0
単身世帯 36 22 2 0 3 1 4 3 1
夫婦のみ 130 58 23 2 20 2 7 9 9
親と子ども 193 98 23 0 44 4 8 9 7
三世代以上同居 37 13 4 0 11 1 1 2 5
その他 13 9 0 0 1 0 1 0 2
無回答 2 1 0 0 0 0 0 0 1
乳幼児がいる 30 14 6 0 6 0 0 1 3
高齢者がいる 103 48 13 0 25 3 7 4 3
両方いる 8 3 1 0 2 1 0 1 0
該当するものはいない 243 125 26 1 45 4 14 15 13
無回答 27 11 6 1 1 0 0 2 6

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別
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サ
ン
プ
ル

採
用
の
際
に
差
が
あ
る

賃
金
に
差
が
あ
る

昇
給

、
昇
格
に
差
が
あ
る

教
育
・
研
修
の
内
容
や
機
会
に
差
が

あ
る

女
性
に
は
就
け
な
い
ポ
ス
ト
・
職
種

が
あ
る

企
画
会
議
な
ど
の
意
思
決
定
の
場
に

女
性
が
参
画
で
き
な
い
傾
向
が
あ
る

セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
性
的
嫌
が
ら
せ

）
が
あ
る

女
性
の
み
に
お
茶
汲
み
・
コ
ピ
ー

取

り
・
掃
除
な
ど
が
期
待
さ
れ
る

補
助
的
な
仕
事
し
か
や
ら
せ
て
い
な

い 結
婚
や
出
産
を
機
に
退
職
す
る
慣
習

が
あ
る

女
性
が
長
く
就
労
す
る
こ
と
を
歓
迎

し
な
い
雰
囲
気
が
あ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

実数 265 22 51 41 6 36 5 9 20 7 6 5 13 111 33
％ 100.0% 8.3% 19.2% 15.5% 2.3% 13.6% 1.9% 3.4% 7.5% 2.6% 2.3% 1.9% 4.9% 41.9% 12.5%
男性 125 12 23 20 4 22 2 2 7 4 3 4 6 50 15
女性 129 10 23 19 2 11 3 7 12 2 3 1 7 61 13
無回答 11 0 5 2 0 3 0 0 1 1 0 0 0 0 5
２０代 20 3 4 1 0 1 0 0 2 0 2 0 1 9 2
３０代 29 2 3 5 1 2 0 2 1 1 4 3 0 16 2
４０代 59 3 14 13 1 10 3 3 7 0 0 0 2 28 3
５０代 72 7 9 8 3 10 2 3 6 3 0 0 6 33 7
６０代 68 7 16 11 1 9 0 1 4 2 0 1 4 23 12
７０代 12 0 4 3 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 6
無回答 5 0 1 0 0 3 0 0 0 0 0 1 0 0 1
農林漁業 19 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 4 2 11
商工サービス業自営 44 2 11 7 1 7 2 1 4 2 0 0 5 12 8
常勤職 125 13 27 22 3 21 3 5 10 2 3 3 1 61 3
非常勤 69 7 10 10 2 5 0 2 6 1 2 2 2 36 10
その他の有職 8 0 2 1 0 2 0 0 0 2 1 0 1 0 1
専業主婦・主夫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無　職 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
い　る 192 17 34 29 4 27 3 6 17 6 4 5 8 79 26
いない 70 4 17 12 1 9 2 3 3 1 2 0 5 32 6
共働き 142 9 26 21 2 21 2 5 12 4 4 4 7 63 14
共働きでない 40 7 7 8 2 4 1 1 4 2 0 0 1 15 5
その他 7 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 7 5
無回答 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
旧伊野町内 61 7 10 9 3 7 2 2 4 3 2 1 3 26 6
枝川・天王 118 7 23 19 3 17 2 5 12 2 5 2 3 55 10
その他の地域 47 6 11 10 0 7 0 1 2 2 1 1 3 14 9
吾北地区 29 0 5 3 0 4 1 1 1 0 0 0 3 9 17
本川地区 6 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 4 0
無回答 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0
単身世帯 24 1 4 3 0 2 0 0 1 1 0 0 2 14 2
夫婦のみ 62 8 14 13 2 13 1 1 4 1 1 3 2 18 12
親と子ども 141 10 28 22 3 18 4 7 11 4 3 2 4 68 13
三世代以上同居 29 2 4 2 1 2 0 1 4 1 0 0 3 10 4
その他 8 1 1 1 0 1 0 0 0 0 2 0 2 0 2
無回答 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
乳幼児がいる 24 2 3 2 1 3 1 1 2 1 2 2 0 10 3
高齢者がいる 71 5 15 12 3 10 3 5 6 3 1 0 6 25 7
両方いる 6 2 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 1
該当するものはいない 155 13 32 25 2 22 1 3 11 3 2 3 7 70 19
無回答 9 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

<次の問 10 は、現在働いている方のみお答えください> 

問 10  

あなたの職場では、男性と比べて女性に対し、仕事の内容や待遇面で次のようなことがあると思いますか。(複数可) 
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サ
ン
プ
ル

仕
事
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ
せ
る
た

め
の
施
策
を
整
え
る

行
政
の
施
策
や
方
針
決
定
の
場
へ
女

性
を
積
極
的
に
登
用
す
る

夫
婦
の
間
で
家
事
な
ど
の
分
担
に
つ

い
て
十
分
話
し
合
う
こ
と

育
児
・
介
護
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

企
業
な
ど
へ
の
啓
発

（
雇
用
に
お
け

る
男
女
平
等
の
実
現
・
育
児
・
介
護

休
業
制
度
等

）

出
産
や
子
育
て
後
の
再
就
職
の
相

談
・
支
援
の
充
実

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
啓
発

活
動
の
推
進

（
学
習
会
・
講
座
の
開

催

）

仕
事
中
心
と
い
う
社
会
全
体
の
仕
組

み
を
改
め
る
こ
と

子
ど
も
の
頃
か
ら
家
事

、
介
護

、
子

育
て
な
ど
に
つ
い
て
男
女
平
等
の
視

点
に
立

っ
た
教
育
を
進
め
る

相
談
窓
口
等
の
充
実

母
子
・
父
子
家
庭
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

実数 411 114 29 206 149 87 114 12 86 103 18 58 18 2 13
％ 100.0% 27.7% 7.1% 50.1% 36.3% 21.2% 27.7% 2.9% 20.9% 25.1% 4.4% 14.1% 4.4% 0.5% 3.2%
男性 180 54 15 75 68 37 45 6 43 36 6 30 11 0 3
女性 212 54 14 120 75 45 65 5 39 62 11 27 7 2 9
無回答 19 6 0 11 6 5 4 1 4 5 1 1 0 0 1
２０代 27 11 1 17 7 5 8 0 6 6 1 3 1 0 0
３０代 32 6 4 20 7 6 10 0 9 10 2 5 1 0 0
４０代 64 17 3 31 22 7 16 0 16 19 4 15 5 2 1
５０代 90 24 5 43 37 19 26 2 23 24 3 11 4 0 1
６０代 122 33 11 58 51 30 33 6 18 30 5 14 2 0 6
７０代 65 19 3 31 21 17 18 3 12 14 3 8 4 0 5
無回答 11 4 2 6 4 3 3 1 2 0 0 2 1 0 0
農林漁業 19 4 3 8 9 3 6 1 6 5 1 2 0 0 1
商工サービス業自営 44 11 2 20 13 8 15 0 13 10 3 5 2 0 2
常勤職 125 36 9 66 51 20 28 2 31 35 6 20 4 0 2
非常勤 69 17 3 41 20 13 18 4 13 19 3 11 2 2 1
その他の有職 8 1 0 3 1 2 3 0 2 3 2 1 0 0 0
専業主婦・主夫 48 11 4 26 15 17 15 2 9 14 1 6 2 0 2
無　職 92 32 8 39 39 23 27 3 13 16 2 12 7 0 5
その他 5 1 0 2 1 1 1 0 2 1 0 1 1 0 0
無回答 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
い　る 307 88 20 161 107 70 90 11 73 78 11 37 8 2 8
いない 99 26 9 43 40 15 23 0 13 25 7 20 10 0 4
共働き 146 41 11 85 49 22 43 4 36 38 7 17 1 1 3
共働きでない 90 28 4 38 27 31 26 5 21 26 2 9 6 1 0
その他 48 14 3 26 22 13 16 2 12 13 1 7 0 0 0
無回答 23 5 2 12 9 4 5 0 4 1 1 4 1 0 5
旧伊野町内 96 33 4 45 35 26 24 3 23 22 3 13 5 0 3
枝川・天王 190 51 16 100 67 37 62 4 45 49 6 27 8 1 5
その他の地域 71 16 6 42 22 15 13 3 7 17 6 10 2 1 3
吾北地区 40 11 3 15 17 5 11 2 7 13 3 6 3 0 1
本川地区 10 3 0 2 6 4 3 0 3 1 0 2 0 0 1
無回答 4 0 0 2 2 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0
単身世帯 36 7 2 17 16 9 7 0 8 9 2 8 2 0 1
夫婦のみ 130 38 8 67 47 36 40 3 23 26 7 13 6 0 4
親と子ども 193 58 18 101 69 30 55 6 47 58 6 28 6 1 4
三世代以上同居 37 9 1 16 14 9 11 2 6 7 1 5 2 1 1
その他 13 2 0 5 3 3 1 1 2 3 2 4 2 0 1
無回答 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
乳幼児がいる 30 10 2 17 8 6 8 0 15 9 0 5 0 0 0
高齢者がいる 103 30 10 48 37 18 28 5 15 25 4 16 8 1 3
両方いる 8 2 1 5 1 1 1 0 2 3 1 2 0 0 0
該当するものはいない 243 67 15 123 95 55 70 6 50 63 13 31 8 1 5
無回答 27 5 1 13 8 7 7 1 4 3 0 4 2 0 5

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

問 11 

男女が共に仕事と家庭を両立させていくためには、どのようなことが必要だと思いますか。(○印 3 つま

で) 
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サ
ン
プ
ル

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
よ
る

子
育
て
情
報
の
提
供

育
児
相
談
や
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
健
康
相
談
の
実
施

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス

子
育
て
応
援
団
“
グ
ー
チ
ョ
キ

パ
ー
”
に
よ
る
子
育
て
支
援

障
害
者
を
対
象
と
し
た
相
談
支
援

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
“
ぐ
り
ぐ
ら

ひ
ろ
ば
”
の
開
所

無
回
答

実数 411 189 151 120 43 47 190 75
％ 100.0% 46.0% 36.7% 29.2% 10.5% 11.4% 46.2% 18.2%
男性 180 71 59 43 13 21 49 43
女性 212 110 87 70 28 24 134 28
無回答 19 8 5 7 2 2 7 4
２０代 27 8 4 4 2 2 13 6
３０代 32 18 11 9 7 4 15 7
４０代 64 38 30 12 6 9 42 6
５０代 90 45 34 29 13 8 48 15
６０代 122 54 47 41 9 18 46 22
７０代 65 20 23 24 5 4 24 17
無回答 11 6 2 1 1 2 2 2
農林漁業 19 9 9 11 0 2 4 4
商工サービス業自営 44 14 15 9 3 4 16 13
常勤職 125 61 45 26 14 16 64 19
非常勤 69 44 35 25 11 9 37 7
その他の有職 8 1 0 4 1 1 3 2
専業主婦・主夫 48 23 13 13 5 4 35 6
無　職 92 35 32 32 8 9 30 21
その他 5 2 2 0 1 2 1 2
無回答 1 0 0 0 0 0 0 1
い　る 307 147 120 92 34 39 156 49
いない 99 40 30 26 8 8 34 25
共働き 146 76 60 44 18 16 75 25
共働きでない 90 46 36 21 10 17 49 11
その他 48 23 21 19 6 6 21 5
無回答 23 2 3 8 0 0 11 8
旧伊野町内 96 40 33 30 8 6 52 16
枝川・天王 190 104 76 46 26 30 90 29
その他の地域 71 29 27 14 5 9 33 14
吾北地区 40 14 11 27 3 1 11 10
本川地区 10 2 4 1 1 1 3 4
無回答 4 0 0 2 0 0 1 2
単身世帯 36 16 15 12 3 3 13 6
夫婦のみ 130 51 42 39 8 12 53 27
親と子ども 193 102 75 56 26 25 101 30
三世代以上同居 37 20 17 10 4 5 21 5
その他 13 0 2 3 2 2 2 5
無回答 2 0 0 0 0 0 0 2
乳幼児がいる 30 17 11 10 8 4 19 2
高齢者がいる 103 39 36 31 7 13 39 26
両方いる 8 7 5 3 2 1 7 0
該当するものはいない 243 117 92 63 23 28 114 39
無回答 27 9 7 13 3 1 11 8

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

問 12 

育児・介護等の負担を地域社会全体として支援していくため町や地域がおこなっている取組について知っているものに

○印をつけてください。(複数可) 
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サ
ン
プ
ル

家
庭
で
は

、
家
族
み
ん
な
で
家
事
・

育
児
な
ど
の
分
担
を
す
る

「
男
ら
し
く

、
女
ら
し
く

」
か
ら

「
そ
の
子
ら
し
く

」
子
育
て
を
す
る

学
校
で
は

、
P
T
A
や
保
護
者
会
で

男
女
平
等
に
つ
い
て
取
り
組
む

職
場
で
男
女
平
等
意
識
を
浸
透
さ
せ

る 地
域

(

自
治
会
な
ど

）
で
は

、
古
い

慣
習
を
見
直
し

、
男
女
平
等
に
活
動

に
参
画
す
る
よ
う
取
り
組
む

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ソ
ー
レ

」
な
ど
の
事
業
に
参
加
し

て
理
解
を
深
め
る

老
人
ク
ラ
ブ
で
は

、
男
女
平
等
に
活

動
に
参
画
す
る
よ
う
取
り
組
む

そ
の
他

無
回
答

実数 411 250 124 33 66 73 65 24 33 4 46
％ 100.0% 60.8% 30.2% 8.0% 16.1% 17.8% 15.8% 5.8% 8.0% 1.0% 11.2%
男性 180 109 41 14 39 33 28 8 10 4 21
女性 212 133 76 18 26 37 34 14 18 0 20
無回答 19 8 7 1 1 3 3 2 5 0 5
２０代 27 22 9 1 4 2 4 1 0 0 1
３０代 32 21 14 3 0 2 6 4 0 0 1
４０代 64 44 26 7 7 5 9 2 1 1 5
５０代 90 52 30 6 20 14 18 6 2 1 6
６０代 122 70 28 10 26 33 19 7 16 1 14
７０代 65 34 14 6 8 16 7 3 13 1 17
無回答 11 7 3 0 1 1 2 1 1 0 2
農林漁業 19 9 6 0 1 7 5 1 5 1 2
商工サービス業自営 44 25 14 2 5 8 6 1 2 1 6
常勤職 125 87 41 9 27 16 16 4 1 1 6
非常勤 69 41 23 8 12 11 12 8 5 1 7
その他の有職 8 2 2 0 1 1 2 0 3 0 1
専業主婦・主夫 48 32 17 5 5 9 7 3 6 0 7
無　職 92 49 21 8 15 19 16 7 11 0 16
その他 5 4 0 1 0 1 1 0 0 0 1
無回答 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
い　る 307 196 97 26 46 49 47 17 23 3 34
いない 99 51 24 7 20 24 18 7 10 1 10
共働き 146 95 53 15 21 19 19 8 5 3 14
共働きでない 90 57 20 5 18 16 14 8 11 0 11
その他 48 32 18 4 4 11 11 1 4 0 3
無回答 23 12 6 2 3 3 3 0 3 0 6
旧伊野町内 96 58 29 5 15 12 12 4 9 1 14
枝川・天王 190 120 58 17 34 31 35 18 10 0 15
その他の地域 71 46 18 6 8 16 6 0 6 1 10
吾北地区 40 18 13 3 7 14 10 2 8 2 5
本川地区 10 8 4 1 1 0 2 0 0 0 1
無回答 4 0 2 1 1 0 0 0 0 0 1
単身世帯 36 17 14 4 7 13 5 3 6 1 2
夫婦のみ 130 74 24 11 23 22 23 10 17 3 20
親と子ども 193 132 67 17 27 31 33 10 8 0 13
三世代以上同居 37 24 17 1 5 4 2 0 2 0 4
その他 13 3 2 0 4 3 2 1 0 0 5
無回答 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
乳幼児がいる 30 20 12 5 2 5 5 3 2 0 1
高齢者がいる 103 61 27 6 17 17 18 3 6 0 15
両方いる 8 7 7 0 0 1 1 0 0 0 0
該当するものはいない 243 149 71 18 42 44 40 16 21 4 22
無回答 27 13 7 4 5 6 1 2 4 0 8

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

問 13 

男女共同参画は、私たち一人ひとりの身近な課題です。まず自分にできることから始めることが大切ですが、あなたは何

ができますか。次の中でできると思うものに○印をつけてください。（複数可） 
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サ
ン
プ
ル

Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
経
験
あ
り

Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
経
験
な
し

無
回
答

Ｄ
Ｖ
を
し
た
経
験
あ
り

Ｄ
Ｖ
を
し
た
経
験
な
し

無
回
答

実数 411 36 354 21 14 362 35
％ 100.0% 8.8% 86.1% 5.1% 3.4% 88.1% 8.5%
男性 180 5 157 18 8 159 13
女性 212 28 181 3 6 186 20
無回答 19 3 16 0 0 17 2
２０代 27 2 23 2 0 24 3
３０代 32 2 29 1 1 30 1
４０代 64 7 55 2 4 57 3
５０代 90 9 77 4 3 80 7
６０代 122 10 107 5 1 109 12
７０代 65 6 52 7 5 51 9
無回答 11 0 11 0 0 11 0
農林漁業 19 1 16 2 1 15 3
商工サービス業自営 44 7 35 2 2 38 4
常勤職 125 10 110 5 4 114 7
非常勤 69 4 62 3 2 62 5
その他の有職 8 2 6 0 0 7 1
専業主婦・主夫 48 6 41 1 1 42 5
無　職 92 6 80 6 4 80 8
その他 5 0 4 1 0 4 1
無回答 1 0 0 1 0 0 1
い　る 307 25 270 12 10 276 21
いない 99 11 80 8 4 82 13
共働き 146 11 128 7 4 133 9
共働きでない 90 9 78 3 4 80 6
その他 48 2 45 1 2 44 2
無回答 23 3 19 1 0 19 4
旧伊野町内 96 5 89 2 4 87 5
枝川・天王 190 22 160 8 7 168 15
その他の地域 71 5 60 6 2 60 9
吾北地区 40 3 34 3 1 36 3
本川地区 10 0 9 1 0 9 1
無回答 4 1 2 1 0 2 2
単身世帯 36 6 27 3 2 28 6
夫婦のみ 130 12 113 5 4 115 11
親と子ども 193 15 171 7 7 175 11
三世代以上同居 37 2 33 2 0 33 4
その他 13 1 8 4 1 10 2
無回答 2 0 2 0 0 1 1
乳幼児がいる 30 2 26 2 3 24 3
高齢者がいる 103 9 89 5 3 91 9
両方いる 8 0 8 0 0 8 0
該当するものはいない 243 20 212 11 7 219 17
無回答 27 5 19 3 1 20 6

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

問 14 

あなたは、ドメスティック・バイオレンス(DV：配偶者や恋人など親密な関係にあるパートナーからの暴力)について、

経験したことはありますか。 

DV を受けたこと・・・①経験あり  ②経験なし 

DV をしたこと・・・・①経験あり  ②経験なし 
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サ
ン
プ
ル

相
談
し
た

相
談
し
な
か

っ
た

無
回
答

実数 36 13 23 0
％ 100.0% 36.1% 63.9% 0.0%
男性 5 1 4 0
女性 28 12 16 0
無回答 3 0 3 0
２０代 2 0 2 0
３０代 2 0 2 0
４０代 7 2 5 0
５０代 9 3 6 0
６０代 10 6 4 0
７０代 6 2 4 0
無回答 0 0 0 0
農林漁業 1 0 1 0
商工サービス業自営 7 2 5 0
常勤職 10 3 7 0
非常勤 4 2 2 0
その他の有職 2 0 2 0
専業主婦・主夫 6 3 3 0
無　職 6 3 3 0
その他 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0
い　る 25 11 14 0
いない 11 2 9 0
共働き 11 4 7 0
共働きでない 9 5 4 0
その他 2 1 1 0
無回答 3 1 2 0
旧伊野町内 5 1 4 0
枝川・天王 22 9 13 0
その他の地域 5 1 4 0
吾北地区 3 2 1 0
本川地区 0 0 0 0
無回答 1 0 1 0
単身世帯 6 1 5 0
夫婦のみ 12 5 7 0
親と子ども 15 5 10 0
三世代以上同居 2 1 1 0
その他 1 1 0 0
無回答 0 0 0 0
乳幼児がいる 2 0 2 0
高齢者がいる 9 5 4 0
両方いる 0 0 0 0
該当するものはいない 20 7 13 0
無回答 5 1 4 0

世
帯
構
成
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

同
居
家
族
内

容
別

 

  

<次の問 15 は、問 14 で「DV を受けた経験がある」と答えた方のみお答えください> 

問 15 

あなたは、DV を受けたことを誰かに相談しましたか。 
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サ
ン
プ
ル

家
族

友
人

、
知
人

家
庭
裁
判
所

、
弁
護
士

、
警
察
な
ど

公
的
機
関

（
女
性
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

、
ソ
ー
レ

、
役
所
の
相
談
窓

口

、
電
話
相
談

）

法
務
局

、
人
権
擁
護
委
員

民
間
の
相
談
機
関

医
師

、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど

無
回
答

実数 13 11 8 1 1 0 0 0 0
％ 100.0% 84.6% 61.5% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
男性 1 1 1 1 0 0 0 0 0
女性 12 10 7 0 1 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0
２０代 0 0 0 0 0 0 0 0 0
３０代 0 0 0 0 0 0 0 0 0
４０代 2 2 1 0 0 0 0 0 0
５０代 3 2 2 0 1 0 0 0 0
６０代 6 5 4 0 0 0 0 0 0
７０代 2 2 1 1 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農林漁業 0 0 0 0 0 0 0 0 0
商工サービス業自営 2 2 1 0 1 0 0 0 0
常勤職 3 3 1 0 0 0 0 0 0
非常勤 2 1 2 0 0 0 0 0 0
その他の有職 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専業主婦・主夫 3 2 2 0 0 0 0 0 0
無　職 3 3 2 1 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0
い　る 11 10 7 1 1 0 0 0 0
いない 2 1 1 0 0 0 0 0 0
共働き 4 4 3 0 1 0 0 0 0
共働きでない 5 4 3 0 0 0 0 0 0
その他 1 1 1 1 0 0 0 0 0
無回答 1 1 0 0 0 0 0 0 0
旧伊野町内 1 1 1 1 0 0 0 0 0
枝川・天王 9 8 4 0 0 0 0 0 0
その他の地域 1 1 1 0 0 0 0 0 0
吾北地区 2 1 2 0 1 0 0 0 0
本川地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0
単身世帯 1 0 1 0 0 0 0 0 0
夫婦のみ 5 5 3 1 1 0 0 0 0
親と子ども 5 5 2 0 0 0 0 0 0
三世代以上同居 1 1 1 0 0 0 0 0 0
その他 1 0 1 0 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0
乳幼児がいる 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高齢者がいる 5 5 4 1 0 0 0 0 0
両方いる 0 0 0 0 0 0 0 0 0
該当するものはいない 7 5 4 0 1 0 0 0 0
無回答 1 1 0 0 0 0 0 0 0

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

<次の問 16 は、問 15 で「相談した」と答えた方のみお答えください> 

問 16 

あなたはどこ(誰)に相談しましたか。(複数可) 
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サ
ン
プ
ル

ど
こ

（
誰

）
に
相
談
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
か

っ
た

相
談
す
る
人
が
い
な
か

っ
た

世
間
体
が
悪
い
と
思

っ
た

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思

っ
た

相
談
し
た
こ
と
が
分
か
る
と

、
仕
返

し
や
も

っ
と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る

と
思

っ
た

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か

っ
た

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思

っ
た

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と

思

っ
た

そ
の
他

無
回
答

実数 23 0 4 2 4 1 8 6 4 2 1
％ 100.0% 0.0% 17.4% 8.7% 17.4% 4.3% 34.8% 26.1% 17.4% 8.7% 4.3%
男性 4 0 0 1 0 0 1 1 3 0 0
女性 16 0 3 1 2 1 6 4 1 2 1
無回答 3 0 1 0 2 0 1 1 0 0 0
２０代 2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
３０代 2 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0
４０代 5 0 1 1 0 1 1 0 1 2 0
５０代 6 0 0 1 2 0 4 2 0 0 0
６０代 4 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1
７０代 4 0 2 0 2 0 0 1 1 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
農林漁業 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
商工サービス業自営 5 0 1 1 0 0 3 2 2 0 0
常勤職 7 0 1 1 1 1 3 1 1 0 0
非常勤 2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
その他の有職 2 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0
専業主婦・主夫 3 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0
無　職 3 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
い　る 14 0 2 2 3 0 6 6 1 1 0
いない 9 0 2 0 1 1 2 0 3 1 1
共働き 7 0 1 1 1 0 4 3 0 0 0
共働きでない 4 0 0 1 1 0 1 1 1 1 0
その他 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
無回答 2 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0
旧伊野町内 4 0 1 2 2 0 1 1 1 0 0
枝川・天王 13 0 2 0 2 0 7 5 0 1 1
その他の地域 4 0 1 0 0 0 0 0 2 1 0
吾北地区 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
本川地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無回答 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
単身世帯 5 0 2 0 2 0 1 1 1 0 1
夫婦のみ 7 0 2 1 1 0 3 4 0 0 0
親と子ども 10 0 0 1 1 1 4 1 3 1 0
三世代以上同居 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無回答 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
乳幼児がいる 2 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0
高齢者がいる 4 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0
両方いる 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
該当するものはいない 13 0 3 1 2 0 5 3 2 1 1
無回答 4 0 1 0 1 0 2 2 0 0 0

同
居
家
族
内

容
別

総
合

性
別

年
代

職
業
別

配偶者

共
働
き

居
住
地
域
別

世
帯
構
成
別

 

  

<次の問 17 は、問 15 で「相談しなかった」と答えた方のみお答えください> 

問 17 あなたはなぜ相談しなかったのですか。（複数可） 
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Ⅴ 付録 

 

〔 調査票 〕 
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アンケートへのご協力のお願い 

～みんなの意見で住みよいいの町をつくろう～ 

 

 

いの町では、誰もが互いにやさしく自分らしく輝けるまちづくりのため、様々な取り

組みを行っています。 

今回のアンケート調査は、男女共同参画社会などに関する町民の皆様の日ごろのお考

えについてご意見をお聞きかせいただくことにより、今後のまちづくりの計画に反映し

ようとするものです。 

なお、このアンケートをお送りした皆様は、いの町の住民基本台帳に 

登録されている２０歳以上７５歳以下の方から無作為(ランダム)に抽出した1,000名の

方々です。 

お答えいただいた内容は今回の目的以外に使用することはありません。また、個人が

特 定 さ れ た り 、 個 人 の 情 報 が 漏 れ た り す る こ と は あ り ま せ ん 。

結果につきましては集計後、いの町ホームページで公表予定です。是非 

とも皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

◆男女共同参画社会とは◆ 

男女が互いに人権を尊重しあい、性別にかかわりなく一人ひとりが 

家庭・学校・職場・地域等で、個性や能力を十分に発揮することが 

できる社会のことです。 

 

  

※ご記入が終わりましたら、調査票を同封の返信用封筒（切手不要）   

に入れて、平成２７年１２月１５日までにポストに投函してください。 

 

※このアンケートについてのお問い合わせ先 

  いの町総務課（担当：藤後） 

電話：８９３—１１１３  

FAX：８９２—０３５３ 
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性別

年代

職業 農・林・漁業

商・工・サービス・自営業

常勤職（正社員、正職員など）

非常勤（臨時、パート、アルバイトなど）

その他の有職（医師、弁護士、僧侶など）

専業主婦・主夫

無職（年金生活者など）

その他（ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　）

配偶者の有無

共働き別

地域別 伊野地区

旧伊野町内 枝川 八田 池ノ内

川内 神谷・中追・成山・小野 三瀬

天王

吾北地区

清水 上八川 小川 下八川

本川地区

長沢 大森 寺川 戸中

越裏門 下本川（高藪・脇ノ山・足谷・葛原・桑瀬・中野川）

世帯構成 単身世帯 夫婦のみの世帯 親と子どもの世帯

三世代以上同居 （二世代世帯）

その他（ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　）

同居の家族 乳幼児がいる 高齢者がいる 両方いる

どちらもいない

５．

1． ２． ３．

４．

５． ６．

1． ２． ３．

４．

８．

1． ２． ３． ４．

1． ２． ３． ４．

３．　その他

1． ２． ３． ４．

５． ６． ７．

７．

８．

1．　あり ２．　なし

1．　共働き ２．　共働きでない

1．

２．

３．

４．

５．

６．

アンケート調査票

あなたご自身のことについてお聞きします。あてはまるものの番号に○を
つけてください。

1．　男性 ２．　女性

1．　２０代 ２．　３０代 ３．　４０代 ４．　５０代 ５．　６０代 ６．　７０代以上
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１．実生活での男女平等意識についておたずねします

２．家庭での役割分担についておたずねします

問１ 　あなたは次の分野において男女が平等であると思いますか。Ａ～Ｈの項目ご
とに、あなたのお気持ちに最も近いと思われる番号に１つだけ選んで○印をつ
けてください。

問２ 　あなたのご家庭では、次の役割を主にどなたがしていますか。Ａ～Ｇの項目
ごとに１つだけ選んで○印をつけてください。

主に妻
が行う

夫婦が
共同で
行う

主に夫
が行う

その他
の人

Ａ．生活費をかせぐ 1 2 3 4

Ｂ．掃除・洗濯・炊事 1 2 3 4

Ｃ．家計の管理 1 2 3 4

Ｄ．育児 1 2 3 4

Ｅ．介護・看護 1 2 3 4

Ｆ．
子どもの教育に関する
諸問題の決定

1 2 3 4

Ｇ．家庭内の諸問題の決定 1 2 3 4

女性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらか
といえば
女性の方
が優遇さ
れている

平等

どちらか
といえば
男性の方
が優遇さ
れている

男性の方
が非常に
優遇され
ている

わからな
い

Ａ．家庭生活 1 2 3 4 5 6

Ｂ．職場生活 1 2 3 4 5 6

Ｃ．地域社会の中 1 2 3 4 5 6

Ｄ．政治の場 1 2 3 4 5 6

Ｅ．学校教育 1 2 3 4 5 6

Ｆ．法律や制度面で 1 2 3 4 5 6

Ｇ．
社会通念・慣
習・しきたり

1 2 3 4 5 6

Ｈ．社会全体 1 2 3 4 5 6



- 63 - 

 

３．地域活動についておたずねします

1 スポーツ・学習・文化などのサークル活動

2 自治会・町内会・ＰＴＡ・子ども会・婦人会・老人会などの活動

3 町の開催するイベント

4 福祉・ボランティア・NPOなどの活動

5 健康づくり・食生活改善などに関する活動

6 自然保護・公害防止など環境問題に関する活動

7 国・県・町の審議会や委員会の委員などの公的活動

8 防災・防犯などの活動

9 参加していない

1 男性も女性も積極的に地域活動に参加すること

2 地域活動のリーダーに女性を積極的に登用すること

3 女性のリーダーを養成するための講習会などを開催すること

4 様々な立場の人達が参加しやすいよう活動の時間帯を工夫すること

5 地域活動やボランティア活動についての情報提供を充実すること

6 地域に根付いている社会通念や慣習を改めるための啓発活動を充実すること

7 家族の理解と協力を得ること

8 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

9 わからない

問３ 　あなたは次のような地域活動に参加していますか。（複数可）

問４ 　あなたの住んでいる地域での様々な活動において、男女共同参画を積極的に
進めるためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○印３つまで）
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４．防災についておたずねします

1 必要がある

2 どちらかといえば必要がある

3 どちらかといえば必要がない

4 必要ない

5 わからない

＜次の問６は、問５で１または２と答えた方のみお答えください。＞

1 避難所の設備（男女トイレ・更衣室・防犯対策等）

3 災害時の救援医療体制（乳幼児、高齢者、障害者、妊産婦へのサポート体制）

4 災害対策本部に男女がともに配置され、対策に男女両方の視点が入ること

5 防災会議に男女がともに参画し、防災計画に男女両方の視点が入ること

7 公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する際の配慮

8 被災者に対する相談体制

9 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６ 　防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要なことは何です
か。（○印２つまで）

2
避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難所運営や被災者対応に男女
両方の視点が入ること

6
災害復旧・復興対策計画に男女がともに参画し、計画に男女両方の視点が入る
こと

問５ 　防災・災害復興対策において、性別に配慮した対応が必要だと思いますか。
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５．職業生活についておたずねします

1 女性は仕事をしない方がよい

2 結婚するまでは、仕事をした方がよい

3 子どもができるまでは、仕事をした方がよい

4 子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい

5 子どもができたら辞めるが、子どもが成長したら再び仕事に就く方がよい

6 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 家事の負担が大きいこと

2 夫や子どもの世話の負担が大きいこと

3 高齢者等家族の世話の負担が大きいこと

4 夫や子どもなどの理解や協力がないこと

5 職場で男女差別があること

6 職場での結婚・出産退職の慣例があること

7 転勤や長時間労働

8 女性の就職先自体が少ないこと

9 保育所など子育て支援体制が十分ではないこと

10 老人福祉施設、介護サービスを利用しにくいこと

11 育児・介護休業を利用しにくいこと

12 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13 支障となることは特にない

問８ 　あなたは、女性が仕事と家庭との両立をする上で、支障となることはどのよ
うなことだと思いますか。（複数可）

問７ 　女性が仕事をする（会社などで働く）ことについて、どのように思います
か。
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理想は 現実は

1 「仕事」を優先

2 「家庭生活」を優先

3 「プライベート」を優先

4 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

5 「仕事」と「プライベート」をともに優先

6 「家庭生活」と「プライベート」をともに優先

7 「仕事」と「家庭生活」と「プライベート」を両立

＜次の問10は、現在働いている方のみお答えください＞

1 採用の際に差がある

2 賃金に差がある

3 昇給、昇格に差がある

4 教育・研修の内容や機会に差がある

5 女性には就けないポスト・職種がある

6 企画会議などの意思決定の場に女性が参画できない傾向がある

7 セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）がある

8 女性のみにお茶汲み・コピー取り・掃除などが期待される

9 補助的な仕事しかやらせていない

10 結婚や出産を機に退職する慣習がある

11 女性が長く就労することを歓迎しない雰囲気がある

12 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13 特にない

問10 　あなたの職場では、男性と比べて女性に対し、仕事の内容や待遇面で次のよ
うなことがあると思いますか。（複数可）

問９ 　日常生活における、「仕事」「家庭生活」「プライベート（趣味や学習・地
域活動・付き合いなど）」のバランスについて、優先度をお答えください。
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６．男女共同参画の推進についておたずねします

1 仕事と家庭生活を両立させるための施策を整える

2 行政の施策や方針決定の場へ女性を積極的に登用する

3 夫婦の間で家事などの分担について十分話し合うこと

4 育児・介護に関するサービスの充実

5 企業などへの啓発（雇用における男女平等の実現・育児・介護休業制度等）

6 出産や子育て後の再就職の相談・支援の充実

7 男女共同参画社会に関する啓発活動の推進（学習会・講座の開催）

8 仕事中心という社会全体の仕組みを改めること

子どもの頃から家事、介護、子育てなどについて男女平等の視点に立った

教育を進める

10 相談窓口等の充実

11 母子・父子家庭への支援を行うこと

12 わからない

13 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 広報やホームページ掲載による子育て情報の提供

2 育児相談や乳幼児から高齢者までの健康相談の実施

3 地域ボランティアによるミニデイサービス

4 子育て応援団“グーチョキパー”による子育て支援

5 障害者を対象とした相談支援

6 子育て支援センター“ぐりぐらひろば”の開所

1 家庭では、家族みんなで家事・育児などの分担をする

2 「男らしく、女らしく」から「その子らしく」子育てをする

3 学校では、PTAや保護者会で男女平等について取り組む

4 職場で男女平等意識を浸透させる

地域(自治会など）では、古い慣習を見直し、男女平等に活動に参画するよう

取り組む

6 男女共同参画について学ぶ

7 こうち男女共同参画センター「ソーレ」などの事業に参加して理解を深める

8 老人クラブでは、男女平等に活動に参画するよう取り組む

9 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5

問13 　男女共同参画は、私たち一人ひとりの身近な課題です。まず自分にできるこ
とから始めることが大切ですが、あなたは何ができますか。次の中でできると
思うものに○印をつけてください。（複数可）

問12 　育児・介護等の負担を地域社会全体として支援していくため町や地域がおこ
なっている取組について知っているものに○印をつけてください。（複数可）

9

問11 　男女が共に仕事と家庭を両立させていくためには、どのようなことが必要だ
と思いますか。（○印３つまで）
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７．パートナー（配偶者、恋人）に対する暴力についておたずねします

DVを受けたこと・・・①経験あり　　　　②経験なし

DVをしたこと・・・・①経験あり　　　　②経験なし

1 相談した

2 相談しなかった

＜次の問16は、問15で「相談した」と答えた方のみお答えください＞

1 家族

2 友人、知人

3 家庭裁判所、弁護士、警察など

4 公的機関（女性相談支援センター、ソーレ、役所の相談窓口、電話相談）

5 法務局、人権擁護委員

6 民間の相談機関

7 医師、カウンセラーなど

問16 　あなたはどこ（誰）に相談しましたか。（複数可）

問15 　あなたは、DVを受けたことを誰かに相談しましたか。

＜次の問15は、問14で「DVを受けた経験がある」と答えた方のみお答えください＞

問14 　あなたは、ドメスティック・バイオレンス（DV：配偶者や恋人など親密な関
係にあるパートナーからの暴力）について、経験したことはありますか。
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＜次の問17は、問15で「相談しなかった」と答えた方のみお答えください＞

1 どこ（誰）に相談したらよいのかわからなかった

2 相談する人がいなかった

3 世間体が悪いと思った

4 相談しても無駄だと思った

5 相談したことが分かると、仕返しやもっとひどい暴力を受けると思った

6 他人を巻き込みたくなかった

7 自分にも悪いところがあると思った

8 相談するほどのことではないと思った

9 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

～ご協力ありがとうございました～

●男女共同参画社会

●第３次いの町男女共同参画プラン

男女が互いに人権を尊重しあい、性別
にかかわりなく一人ひとりが家庭・学
校・職場・地域等で、個性や能力を十分
に発揮することができる社会のことで
す。

　いの町の男女共同参画を推進することを目的に、平成２６年３月に策定されたもの。「誰もが互い
にやさしくそして自分らしく輝けるまちいの町」を基本理念として、４つの基本目標を定めています。

問17 　あなたはなぜ相談しなかったのですか。（複数可）

問18 　男女共同参画についてのご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。

男女共同参画
に関する
言葉の説明

 


